
毎月１５日号には、生涯学習だより「ひろば」が折り込まれています。

▼
 

　ホームページ http://www.city.inagi.tokyo.jp/ 
　公式ツイッター http://twitter.com/inagi_city 
　メール配信サービス（登録される方は、左のQRコードから、 
　または「inagicity@emp.ikkr.jp」に空メールを送信してください） 
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開庁時間　午前8時30分～午後5時 

人口 

男 

女 

世帯数 

85,841 

43,398 

42,443 

36,475

人 

人 

人 

世帯 

（18人減） 

（27人減） 

　　（ 9人増） 

（98世帯増） 

※人口及び世帯数は、住民基本台帳に 
　よるものです。 

人口と世帯数 
平成25年4月1日現在　　（前月比） 

緑につつまれ友愛に満ちた 

市民のまち稲城 
2013
平成25年 

第1121号  4.15
毎月1日・15日発行 

主
な
記
事 

木造住宅耐震診断助成制度 
農業体験農園利用者募集 
平成25年度予算の概要 
稲城市ホストファミリー 
　ボランティアバンク登録者募集 
ヘルスメーター 
妊婦歯科健康診査 

2 面 
3 面 

4・5 面 
 

6 面 
7 面 
8 面 

毎
月

日
号
２
面
に
「
市
長
コ
ラ
ム
」
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

１５

　

市
で
は
、
東
日
本
大
震
災
を
は

じ
め
と
す
る
大
規
模
災
害
に
お
け

る
課
題
・
教
訓
を
踏
ま
え
、
東
京

都
地
域
防
災
計
画
と
整
合
を
図
り

な
が
ら
、
次
の
３
点
を
踏
ま
え
て

「
稲
城
市
地
域
防
災
計
画
（
震
災

編
）
」
の
修
正
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
修
正
に
対
し
、
２
月
に
開

催
さ
れ
た
稲
城
市
防
災
会
議
で
の

承
認
を
も
っ
て
、
稲
城
市
地
域
防

災
計
画
の
修
正
が
完
了
し
ま
し
た
。

①
災
害
時
の
被
害
を
最
小
化
す
る

「
減
災
」
の
考
え
方

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
や
東
日
本

大
震
災
を
教
訓
に
、
災
害
時
の
被

害
を
最
小
化
す
る
「
減
災
」
の
考

地
域
防
災
計
画

地
域
防
災
計
画

修
正
の
背
景

修
正
の
背
景

え
方
を
防
災
の
基
本
方
針
と
し
ま

し
た
。

②
「
自
助
」
「
共
助
」
に
よ
る
地

域
防
災
力
の
向
上

　

こ
れ
ま
で
の
震
災
で
は
、
地
震

発
生
直
後
の
住
民
同
士
に
よ
る
助

け
合
い
に
よ
っ
て
多
く
の
命
が
救

わ
れ
る
な
ど
、
発
災
時
に
お
け
る

「
自
助
」
「
共
助
」
の
重
要
性
が

明
ら
か
に
な
っ
て
お
り
、
地
域
の

防
災
力
向
上
が
課
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。

③
被
害
想
定
の
見
直
し

　

東
京
都
は
、
平
成　

年
４
月
に

２４

「
首
都
直
下
地
震
等
に
よ
る
東
京

の
被
害
想
定
」
を
決
定
し
、
平
成

　

年　

月
に
は
そ
の
新
た
な
被
害

２４

１１

想
定
に
基
づ
き
「
東
京
都
地
域
防

災
計
画
（
震
災
編
）
」
の
修
正
を

行
い
ま
し
た
。

に
生
活
を
再
建
し
て
い
く
た
め
の

基
盤
整
備
と
体
制
の
構
築
を
図
る
。

○
物
流
・
備
蓄
・
輸
送
対
策
の
推

進
（
第　

章
）

１１

　

東
京
都
と
連
携
し
て
発
災
後
３

日
分
の
食
糧
・
飲
料
水
や
生
活
必

需
品
を
確
保
す
る
た
め
の
備
蓄
と

物
資
の
調
達
・
輸
送
体
制
を
整
備

す
る
。

○
避
難
者
対
策
（
第　

章
）

１０

　

発
災
時
に
迅
速
な
避
難
が
行
え

る
よ
う
に
、
避
難
場
所
・
避
難
路

の
指
定
と
地
域
が
一
体
と
な
っ
た

要
援
護
者
等
の
避
難
体
制
の
整
備

を
行
う
。
ま
た
避
難
所
で
の
生
活

の
安
全
を
図
る
た
め
、
避
難
所
運

営
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
、
女
性

  
考
え
方
３ 
市
民
の
生
活
を
守
り
、

早
期
に
再
建
す
る
た
め
の
体
制
の

構
築

　

災
害
時
の
被
害
を
最
小
化
し
、

一
人
で
も
多
く
の
市
民
の
命
を
救

う
た
め
に
、
こ
れ
ま
で
の
防
災
体

制
を
見
直
し
、
広
域
的
な
連
携
も

含
め
て
、
迅
速
か
つ
円
滑
な
災
害

対
応
が
行
え
る
よ
う
機
動
力
・
行

動
力
を
構
築
し
て
い
く
。

○
応
急
対
応
力
の
強
化（
第
6
章
）

　

震
度
６
弱
以
上
時
に
職
員
は
自

動
参
集
と
し
、
発
災
直
後
か
ら
応

急
対
策
活
動
を
円
滑
に
実
施
す
る

た
め
、
災
害
対
策
本
部
設
営
・
運

営
マ
ニ
ュ
ア
ル
及
び
事
業
継
続
計

画
を
策
定
し
、
必
要
な
施
設
及
び

体
制
等
を
事
前
に
整
備
す
る
。

○
情
報
通
信
の
確
保
（
第
7
章
）

　

防
災
行
政
無
線
デ
ジ
タ
ル
化
な

ど
、
発
災
時
に
被
害
状
況
の
把
握

  
考
え
方
2 
迅
速
か
つ
円
滑
な
対

応
を
行
う
た
め
の
機
動
力
・
行
動

力
の
構
築

　大きな地震で亡くなられた方の原因を調査す
ると、建物の倒壊や家具類の転倒・落下による
ものがその大きな割合を占めています。
　市では、震災時に家具転倒などによる人的被
害を最小限に抑えることを目的に、家具転倒防
止器具などを希望する世帯に無料配布（助成）
します。この機会に、家庭内の安全対策を見直
してみませんか？
家具転倒防止器具助成事業
■対市内に居住し、住民登録がある方で、その住
居に家具転倒防止器具を取り付けようとする世
帯
※助成は1世帯1回限りです（平成21年度～24年
度で当事業により支給した世帯は対象外）。

▽助成内容　家具の転倒を防止するための「つ
っぱり棒」などを現物支給します。
※品目や助成の上限については稲城消防署防災
課、市役所1階総合案内・2階高齢福祉課、平
尾・若葉台出張所にあるパンフレットをご覧く
ださい。
家具転倒防止器具等の取付支援
　上記器具助成を申請した世帯で、以下の支援
対象世帯については、助成を受けた器具の取り
付けを支援します。
■対次のいずれかに該当し、自力で器具を取り付
けることが困難な世帯

①65歳以上の高齢者の単身世帯、または高齢
者のみの世帯
②介護保険法の要介護認定（要介護3以上）を
受けた方を含む世帯
③身体障害者手帳、愛の手帳、または精神障害
者保健福祉手帳の交付を受けた方を含む世帯
④難病医療費助成を受けている方を含む世帯

▽支援内容　家具転倒防止器具助成事業により
支給された器具などを市が指定した取付業者が
訪問し、取り付けを行います。

▽募集世帯数　家具転倒防止器具助成事業約
250世帯、取付支援事業約45世帯
※年間助成世帯数に限りがありますので、予定
件数を超えた場合の支給の決定は申請締め切り
後に抽選とします。なお、高齢者及び障害者を
優先させていただきます。
■申器具助成事業、取付支援事業とも「家具転倒
防止器具支給申請書」に必要事項を記入して申
請してください。
※申請書は、稲城消防署防災課、市役所1階総
合案内・2階高齢福祉課、平尾・若葉台出張所
にあります。
※申請には印鑑（認印）が必要です。

▽申請期間　4月15日（月）～30日（火）
※土・日曜日、祝日は消防署のみ受付可能です。
■問稲城消防署防災課防災係　1377－7119

家具転倒防止器具等助成事業のご案内家具転倒防止器具等助成事業のご案内

稲城
なしのすけ

○C K.Okawara・
　Jet Inoue

稲城市暴力団排除条例が稲城市暴力団排除条例が
制定されました制定されました

　稲城市暴力団排除条例が4月1日に施行されました。
この条例は、東京都暴力団排除条例を補完し、市民や市
内の事業者の皆さんの安全で平穏な生活を確保するとと
もに、事業活動の健全な発展に寄与することを目的とす
るものです。
○基本理念
●● 暴力団と交際しない　　　　●● 暴力団を恐れない
●● 暴力団に資金を提供しない　●● 暴力団を利用しない
○市が取り組むこと
●● 市民の安全を確保するための必要な措置を、多摩中央
警察署と連携し、推進していきます。
●● 市の事務事業から、暴力団を排除します。
●● 市が設置する公の施設から、暴力団の組織的活動を排
除します。
●● 市が主催・後援をする行事から暴力団を排除します。
●● 青少年の教育等に携わる方への支援を行います。
○市民や事業者の皆さんに取り組んでいただきたいこと
●● 暴力団による不法行為や不当要求行為を知った場合、
市または警察に情報を提供してください。
●● 市が実施する暴力団排除活動に参画または協力してく
ださい。
●● 暴力団排除活動に自主的、かつ
相互に連携して取り組んでくださ
い。
■問総務課総務係

稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲
城城城城城城城城城城城城城城城城城城城城城城城城城城
市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市
地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地
域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域
防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防
災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災
計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計
画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画
のののののののののののののののののののののののののの

稲
城
市
地
域
防
災
計
画
の

修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修
正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正
をををををををををををををををををををををををををを
行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行
いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい
まままままままままままままままままままままままままま
しししししししししししししししししししししししししし
たたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたた

修
正
を
行
い
ま
し
た

稲
城
市
地
域
防
災
計
画
の

稲
城
市
地
域
防
災
計
画
の

修
正
を
行
い
ま
し
た

修
正
を
行
い
ま
し
た

の
担
い
手
と
な
る
市
民
、
地
域
、

消
防
団
、
事
業
所
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
、
学
校
等
の
様
々
な
主
体
が
連

携
し
、
地
域
防
災
力
を
向
上
し
て

い
く
た
め
の
取
り
組
み
を
強
化
す

る
。

○
市
民
と
地
域
の
防
災
力
向
上（
第

3
章
）

　

市
民
、
地
域
、
消
防
団
、
事
業

所
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
学
校
等
が

発
災
時
に
円
滑
な
活
動
を
行
え
る

よ
う
に
、
災
害
へ
の
日
頃
の
備
え

と
体
制
を
整
備
し
、
実
践
的
な
訓

練
な
ど
の
様
々
な
防
災
活
動
を
通

じ
て
、
防
災
意
識
の
啓
発
と
防
災

体
制
の
構
築
を
図
る
。

○
東
日
本
大
震
災
に
お
け
る
課
題
・

教
訓
へ
の
対
応
（
第
５
章
、
第
９

章
、
第　

章
、
第　

章
）

１０

１２

　

東
日
本
大
震
災
で
特
に
問
題
と

な
っ
た
、
避
難
者
対
策
、
帰
宅
困

難
者
対
策
、ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
対
策
、

放
射
性
物
質
対
策
な
ど
に
つ
い
て

の
対
応
を
強
化
す
る
。

  
考
え
方
1 
自
助
・
共
助
・
公
助

に
よ
る
地
域
防
災
力
の
向
上

修
正
の

修
正
の
基
本
的

基
本
的

考
え
方
と

考
え
方
と
主
な
施
策

主
な
施
策

　

修
正
に
伴
う
基
本
的
考
え
方
と

主
な
施
策
及
び
計
画
の
対
応
す
る

章
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

「
公
助
」
に
よ
る
応
急
対
策
の

み
で
は
な
く
、「
自
助
」「
共
助
」

や
市
民
へ
の
情
報
提
供
に
遅
れ
が

生
じ
な
い
よ
う
に
、
多
様
な
通
信

手
段
を
配
備
し
、
災
害
情
報
シ
ス

テ
ム
の
機
能
を
向
上
さ
せ
る
。

○
医
療
救
護
対
策
（
第
8
章
）

　

被
害
を
最
小
限
に
す
る
た
め
、

災
害
医
療
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
な

ど
関
係
機
関
と
連
携
し
た
迅
速
な

医
療
救
護
体
制
を
確
立
し
、
災
害

時
に
お
い
て
医
療
機
能
を
維
持
す

る
た
め
の
基
盤
を
強
化
す
る
。

　

災
害
時
に
市
民
生
活
を
守
る
た

め
の
平
時
か
ら
の
準
備
と
、
早
期

や
災
害
時
要
援
護
者
に
も
配
慮
し

た
運
営
体
制
を
構
築
す
る
。

○
住
民
の
生
活
の
早
期
再
建
（
第

　

章
）

１３
　

被
災
者
の
生
活
再
建
が
早
期
に

行
え
る
よ
う
に
、
り
災
証
明
手
続

き
や
義
援
金
の
配
布
な
ど
迅
速
な

事
務
処
理
体
制
の
構
築
と
、し
尿
・

ご
み
・
が
れ
き
の
処
理
に
関
し
て

民
間
業
者
と
の
連
携
を
行
う
。

　

計
画
の
詳
細
を
ご
覧
に
な
り
た

い
方
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
他
、

市
役
所
１
階
行
政
情
報
コ
ー
ナ
ー
、

稲
城
消
防
署
２
階
防
災
課
、
各
図

書
館
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

■問
 

稲
城
消
防
署
防
災
課
防
災
係　

1　

・
７
１
１
９

３７７

▽
計
画
の
前
提

　

市
に
お
い
て
、
冬
の
夕
方
午
後

６
時
、
風
速
８
ｍ
／
秒
の
時
に
、

多
摩
直
下
地
震
（
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー

ド
７
・
３
）
が
発
生
し
た
場
合
に

お
け
る
被
害
想
定
を
基
礎
と
し
て

い
ま
す
。

出て 
行け!! 暴力団 追放!!



２５・４・１５ 代表電話は378－2111　（2）

凡例

▲

 ■対対象 ■日期日 ■時時間 ■場会場 ■定定員 ■内内容 ■講 講師 ■持 持ち物 ■費 費用 ■申 申込方法 ■限 申込期限 ■先 申込先 ■主 主催 ■共 共催 ■問問い合わせ

耐
震
診
断

耐
震
診
断

助
成
限
度
額
を

 
助
成
限
度
額
を

引
き
上
げ
ま
し
た

引
き
上
げ
ま
し
た

〜
地
震
に
備
え
て
、

〜
地
震
に
備
え
て
、

木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
・

木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
・

耐
震
改
修
を
〜

耐
震
改
修
を
〜

　

平
成　

年
度
か
ら
、
木
造
住
宅

２５

の
耐
震
診
断
助
成
制
度
の
助
成
費

用
の
限
度
額
を
５
万
円
か
ら　

万
１０

円
に
引
き
上
げ
ま
し
た
。
こ
の
機

会
に
、
ぜ
ひ
助
成
制
度
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

稲
城
市
木
造
住
宅

　
　
　
　
　

耐
震
診
断
助
成
制
度

　

耐
震
診
断
と
は
、
大
地
震
に
対

し
、
住
宅
が
必
要
な
耐
震
性
能
を

有
し
て
い
る
か
を
判
断
す
る
調
査

で
す
。
市
で
は
、
木
造
住
宅
の
耐

震
診
断
費
用
の
一
部
を
助
成
し
て

い
ま
す
。　

▽
対
象
と
な
る
建
物　

市
内
に
あ

る
木
造（
在
来
軸
組
工
法
に
限
る
）

の
住
宅
（
現
に
居
住
し
て
い
る
住

宅
）
で
、
昭
和　

年
５
月　

日
以

５６

３１

前
の
建
築
確
認
で
建
築
し
た
所
有

者
が
個
人
の
木
造
住
宅　

▽
助
成
費
用　
　

万
円
（
上
限
）

１０

※
予
算
の
範
囲
内
で
行
い
ま
す
の

で
お
早
め
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
耐
震
診
断
内
容　

一
般
診
断
＝

耐
震
補
強
が
必
要
か
判
断
す
る
診

断
、
精
密
診
断
＝
補
強
設
計
を
念

頭
に
置
い
た
診
断　

▽
耐
震
診
断
を
す
る
業
者

①
社
団
法
人
東
京
都
建
築
士
事
務

所
協
会
南
部
支
部
に
属
し
て
い
る

者　

②
東
京
都
木
造
住
宅
耐
震
診

断
事
務
所
登
録
制
度
に
よ
り
、
耐

震
診
断
事
務
所
と
し
て
登
録
し
て

い
る
者　

③
建
築
士
法
（
昭
和　
２５

年
法
律
第　

号
）
第
２
条
に
規
定

２０２

す
る
一
級
建
築
士
、
二
級
建
築
士

ま
た
は
木
造
建
築
士
で
、
財
団
法

人
日
本
建
築
防
災
協
会
等
が
実
施

す
る
耐
震
に
関
す
る
講
習
を
終
了

し
て
い
る
者

※
契
約
前
に
、
事
前
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

■問
 

稲
城
消
防
署
防
災
課
防
災
係　

1　

・
７
１
１
９

３７７
稲
城
市
商
工
会

　
　
　
　
　

住
宅
改
修
等
補
助
金

　

住
宅
の
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
ま
た

は
耐
震
補
強
工
事
を
市
内
の
業
者

が
施
工
し
た
場
合
、
そ
の
経
費
の

一
部
を
商
工
会
が
補
助
す
る
制
度

で
す
。

■対
 

申
請
日
時
点
に
市
民
で
、
対
象

住
宅
を
所
有
し
て
い
る
方

▽
補
助
対
象
工
事

　

万
円
以
上
の
工
事
、
か
つ
対
象

４０と
な
る
建
物
は
自
己
の
居
住
の
用

に
供
す
る
住
宅
ま
た
は
併
用
・
集

合
住
宅
に
お
け
る
個
人
住
宅
部
分

▽
補
助
金
額

　

リ
フ
ォ
ー
ム
工
事　

工
事
額
の

（１）
　

％
（　

万
円
を
限
度
）

１０

２０

　

耐
震
補
強
工
事　

工
事
額
の　

（２）

１０

％
（　

万
円
を
限
度
）

５０

※　

と　

の
併
用
は
で
き
ま
せ
ん
。

（１）

（２）

※
耐
震
補
強
工
事
は
、
稲
城
市
木

造
住
宅
耐
震
診
断
助
成
を
受
け
て

実
施
す
る
工
事
に
限
り
ま
す
。

■申
 

申
請
書
と
必
要
書
類
を
添
付
の

う
え
、
商
工
会
窓
口
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

※
申
請
は
、
工
事
着
工
前
に
限
り

ま
す
。

■限
 

平
成　

年
１
月　

日（
金
）

２６

３１

　

国
民
健
康
保
険
税
の
お
支
払
い

に
つ
い
て
、
左
記
の
対
象
要
件
に

該
当
す
る
方
は
年
金
天
引
き
と
な

り
ま
す
が
、
ご
希
望
に
よ
り
口
座

振
替
へ
の
変
更
も
可
能
で
す
。

　

年
金
天
引
き
か
ら
口
座
振
替
へ

の
切
り
替
え
を
希
望
す
る
場
合
は
、

国
民
健
康
保
険
係
（
市
役
所
１
階

５
番
窓
口
）
に
て
５
月　

日（
金
）

３１

ま
で
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

《
年
金
天
引
き
の
対
象
要
件
》

　
　

歳
か
ら　

歳
ま
で
の
世
帯
主

６５

７４

で
次
の
全
て
に
該
当
す
る
方

①
世
帯
主
が
国
民
健
康
保
険
の
被

保
険
者
で
あ
る
方　

②
世
帯
内
の

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
全
員
が

　

歳
以
上
の
方　

③
年
金
天
引
き

６５の
対
象
と
な
る
年
金
の
年
額
が　
１８

万
円
以
上
で
あ
り
、
国
民
健
康
保

険
税
と
介
護
保
険
料
の
合
計
額
が
、

年
金
額
の
２
分
の
１
を
超
え
な
い

方○
現
在
、
年
金
天
引
き
の
方

　

年
金
天
引
き
が
継
続
し
ま
す
。

４
月
・
６
月
・
８
月
の
支
払
い
額

は
、
２
月
に
天
引
き
さ
れ
た
額
と

同
じ
で
す
。
平
成　

年
度
国
民
健

２４

康
保
険
税
賦
課
決
定
通
知
書
の「
翌

年
度
（
仮
徴
収
）
」
欄
を
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

○
現
在
、
納
付
書
払
い
の
方
で
要

件
に
該
当
す
る
場
合

　
　

月
か
ら
年
金
天
引
き
に
切
り

１０
替
わ
り
ま
す
（
７
月
・
８
月
・
９

月
は
納
付
書
払
い
で
す
）
。

○
現
在
、
口
座
振
替
の
方

　

口
座
振
替
が
継
続
さ
れ
ま
す
。

年
金
天
引
き
を
希
望
す
る
場
合
は
、

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
平
成　

年
度
国
民
健
康
保
険
税

２５

賦
課
決
定
通
知
書
は
、
７
月
中
旬

の
発
送
予
定
で
す
。

■問
 

保
険
年
金
課
国
民
健
康
保
険
係

東
京
都
帰
宅
困
難
者

東
京
都
帰
宅
困
難
者

対
策
条
例
が

 
対
策
条
例
が

施
行
さ
れ
ま
し
た

施
行
さ
れ
ま
し
た

　

市
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
次
の
点

に
留
意
し
て
災
害
時
の
対
応
を
お

願
い
し
ま
す
。

○
大
災
害
時
に
は
む
や
み
に
移
動

を
開
始
せ
ず
、安
全
確
認
の
う
え
、

職
場
に
待
機
す
る
。

○
従
業
員
３
日
分
の
水
・
食
糧
等

学校の責務事業者の責務市民の責務
○児童・生徒を保護し安全確保
○児童・生徒等の安否等につい
て保護者や家族等に連絡
○災害規模、交通機関の状況に
より下校方法、避難経路や学校
待機などの対応を決めておく
○児童・生徒及び一時滞在者に
必要な物資の備蓄促進への協
力、備蓄物資の把握
○学校防災マニュアルの作成と
訓練の実施

○施設の安全を確認
したうえで、従業員
を事業所内に待機
○駅や集客施設の利
用者を施設内に待
機、または安全な場
所へ誘導
○混乱収拾後の帰宅
ルールを策定
○事業所防災計画の
作成と訓練による検
証

○あらかじめ家族と
話し合い、連絡手段
を確保（災害用伝言
板サービス等）
○外出先での被災に
備えて、携帯電話や
懐中電灯などを常備
○待機場所、避難場
所の確認
○徒歩による帰宅経
路の確認

の
備
蓄
と
、
外
部
の
帰
宅
困
難
者

を
受
け
入
れ
る　

％
余
分
の
備
蓄

１０

を
す
る
。

　

市
民
・
事
業
者
・
行
政
が
協
力

し
、
社
会
全
体
で
対
策
に
取
り
組

み
ま
し
ょ
う
（
左
上
表
参
照
）
。

■問
 

稲
城
消
防
署
防
災
課
防
災
係　

1　

・
７
１
１
９

３７７
多
摩
サ
ー
ビ
ス
補
助
施
設

春
の
散
策
を

春
の
散
策
を

実
施
し
ま
す

実
施
し
ま
す

　

日
米
親
善
事
業
と
し
て
、
多
摩

サ
ー
ビ
ス
補
助
施
設
内
で
の
散
策
、

自
然
観
察
を
行
い
ま
す
。

■対
 

市
内
在
住
の
方
（
個
人
ま
た
は

市
民
で
構
成
さ
れ
た
団
体
）

■日
 

５
月　

日（
水
）・
６
月
６
日（
木
）

２９

の
い
ず
れ
か
１
日

■時
 

午
後
２
時
〜
４
時

■場
 

米
軍
多
摩
サ
ー
ビ
ス
補
助
施
設

（
大
丸
）

※
利
用
規
定
で
定
め
ら
れ
た
エ
リ

ア
に
限
り
ま
す
。

■定
 

１
日　

人
程
度（
申
込
先
着
順
）

３０

■申
 

４
月　

日（
月
）以
降
に
、
企
画

１５

政
策
課
窓
口
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。
そ
の
際
、
本
人
確
認
が
で

き
る
身
分
証
明
書
（
団
体
の
場
合

は
代
表
者
の
み
）
〔
①
運
転
免
許

証
、
②
住
基
カ
ー
ド
（
顔
写
真
付

き
）
、
③
パ
ス
ポ
ー
ト
（
コ
ピ
ー

不
可
）
の
う
ち
、い
ず
れ
か
１
点
〕

と
印
鑑
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
団
体
の
場
合
は
、
参
加
者

全
員
の
氏
名
、
住
所
、
生
年
月
日

が
必
要
で
す
。

※
当
日
施
設
に
入
場
す
る
際
は
、

参
加
者
全
員
の
身
分
証
明
書
が
必

要
で
す
。

■限
 

４
月　

日（
金
）　

２６

■先
 

■問
 

企
画
政
策
課
企
画
政
策
係

市
立
学
校

市
立
学
校

ア
ド
ボ
カ
シ
ー

ア
ド
ボ
カ
シ
ー

相
談
室

相
談
室

「「
ふふ
れれ
んん
どど
平平
尾尾
」」へへ
移移
転転

　

４
月
よ
り
、
市
立
学
校
ア
ド
ボ

カ
シ
ー
相
談
室
は
、
新
た
に
オ
ー

プ
ン
し
た
「
ふ
れ
ん
ど
平
尾
」
へ

移
転
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
伴
い
、
予
約
方
法
等
を

次
の
と
お
り
変
更
し
ま
す
。

▽
予
約
方
法　

ア
ド
ボ
カ
シ
ー
相

談
室
に
て
電
話
予
約
を
受
け
付
け

ま
す
。

1　

・
７
４
７
０

３３１

▽
予
約
日
時　

月
・
火
・
木
・
金

曜
日
の
午
前
８
時　

分
〜
午
後
５

３０

時※
水
曜
日
は
市
役
所
企
画
政
策
課

（
1　

・
２
１
１
１
）
で
予
約
を

３７８

受
け
付
け
ま
す
。

▽
相
談
日
時　

火
・
金
曜
日
の
午

前
９
時
〜
正
午

※
従
来
か
ら
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。

▽
相
談
場
所　

原
則
、
ふ
れ
ん
ど

平
尾
内
の
相
談
室

▽
所
在
地　

稲
城
市
平
尾
１
の
９

の
１

※
そ
の
他
の
公
共
施
設
で
の
相
談

を
ご
希
望
の
場
合
は
、
予
約
の
際

に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

■問
 

企
画
政
策
課
企
画
政
策
係

稲城市長
�橋　勝浩

　

新
年
度
予
算
は
、
平
成　

年
２５

第
一
回
市
議
会
定
例
会
に
お
い

て
可
決
さ
れ
、
４
月
１
日
か
ら

執
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成　

年
度
一
般
会
計
予
算

２５

の
規
模
は　

億
９
千
万
円
と
な

３０８

り
、対
前
年
度　

億
１
千
万
円
、

１５

４
・
７
％
の
減
と
な
っ
て
い
ま

す
。
前
年
度
は
（
仮
称
）
南
山

小
学
校
の
用
地
購
入
費
（
約　
２２

億
円
）
が
含
ま
れ
る
た
め
、
そ

の
単
年
度
要
因
を
除
く
と
約
６

億
８
千
万
円
、
２
・
３
％
の
増

と
な
り
ま
す
。

　

生
活
保
護
・
子
育
て
支
援
な

ど
の
分
野
で
扶
助
費
が
増
額
と

な
る
他
、
稲
城
第
一
小
学
校
旧

校
舎
建
て
替
え
、
（
仮
称
）
南

山
小
学
校
新
築
な
ど
の
工
事
関

係
経
費
が
主
な
増
要
因
で
す
。

　

予
算
編
成
に
お
い
て
は
、
健

全
財
政
の
維
持
、
被
災
地
支
援

の
継
続
、
市
の
防
災
・
減
災
対

策
、
緊
急
経
済
対
策
の
継
続
、
経

常
経
費
の
抑
制
、
受
益
者
負
担
の

見
直
し
な
ど
を
課
題
と
し
ま
し
た

が
、特
に
重
点
を
置
い
た
こ
と
は
、

震
災
対
策
・
環
境
対
策
で
す
。

　

復
興
支
援
に
つ
い
て
は
、
今
年

度
も
福
島
県
相
馬
市
の
ほ
か
岩
手

県
陸
前
高
田
市
に
中
長
期
の
職
員

派
遣
を
実
施
し
ま
す
。

　

電
力
需
給
の 
逼  
迫 
に
つ
い
て
は
、

ひ
っ 
ぱ
く

市
の
実
施
で
き
る
有
効
な
貢
献
策

は
節
電
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
市

役
所
本
庁
舎
な
ど
施
設
の
照
明
や

市
が
管
理
す
る
街
路
灯
の
う
ち
取

り
換
え
可
能
な
も
の
全
て
を
今
年

度
内
に
Ｌ
Ｅ
Ｄ
に
更
新
し
ま
す
。

ま
た
、
公
園
内
の
水
銀
灯
に
つ
い

て
も
５
年
間
で
順
次
Ｌ
Ｅ
Ｄ
に
更

新
し
て
い
き
ま
す
。

　

更
に
、
住
宅
用
創
エ
ネ
ル
ギ
ー

機
器
等
に
対
す
る
補
助
制
度
を
開

始
し
ま
す
。
具
体
的
に
は
太
陽
光

発
電
・
太
陽
熱
利
用
・
燃
料
電
池

（
エ
ネ
フ
ァ
ー
ム
）
・
家
庭
用
蓄

電
池
な
ど
の
機
器
導
入
に
対
し
て

補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

　

生
物
多
様
性
の
保
全
に
つ
い
て

は
、
地
域
戦
略
の
策
定
に
向
け
た

基
礎
調
査
・
策
定
支
援
に
関
す

る
経
費
を
計
上
し
ま
し
た
。
地

域
戦
略
は
都
道
府
県
レ
ベ
ル
で

も
い
ま
だ
全
団
体
の
策
定
が
済

ん
で
お
ら
ず
、
市
町
村
レ
ベ
ル

で
は
先
駆
的
の
よ
う
で
す
。
平

成　

年
度
内
の
策
定
に
向
け
て
、

２６
今
後
市
民
参
加
に
よ
り
進
め
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

一
方
、
「
ふ
れ
ん
ど
平
尾
」

に
つ
き
ま
し
て
は
、
改
修
工
事

が
終
了
し
、
供
用
を
再
開
し
て

お
り
ま
す
。
施
設
内
４
階
で
は

就
学
相
談
・
発
達
支
援
セ
ン
タ

ー
の
業
務
が
始
ま
り
ま
し
た
。

教
育
と
福
祉
が
一
丸
と
な
っ
て

発
達
に
関
す
る
不
安
を
解
消
で

き
る
よ
う
支
援
し
ま
す
。

　

ま
た
、
観
光
担
当
課
長
の
任

期
付
採
用
も
決
ま
り
ま
し
た
。

今
年
も
全
国
に
向
け
て
稲
城
市

の
魅
力
を
発
信
し
て
ま
い
り
ま

す
。

市
長
コ
ラ
ム

平
成　

年
度
当
初
予
算

２５

No.18

　

３
月　

日
で
任
期
満
了
と
な

３１

っ
た
監
査
委
員
の
軍
司
信
一
氏

が
、
平
成　

年
第
１
回
市
議
会

２５

定
例
会
に
お
い
て
選
任
の
同
意

を
得
て
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

任
期
は
平
成　

年
３
月　

日

２９

３１

ま
で
で
す
。

■問
 

監
査
事
務
局
監
査
係

▲軍司　信一氏

監
査
委
員
に
選
任

監
査
委
員
に
選
任

軍
司

信
一
氏

 
軍  
司 　
 
信  
一 
氏

ぐ
ん 

じ 

し
ん 
い
ち

国国国国国国国国国国国
民民民民民民民民民民民
健健健健健健健健健健健
康康康康康康康康康康康
保保保保保保保保保保保
険険険険険険険険険険険
税税税税税税税税税税税

ののののののののののの
年年年年年年年年年年年
金金金金金金金金金金金
天天天天天天天天天天天
引引引引引引引引引引引
ききききききききききき

　

６
月　

日
執
行
の
東
京
都
議
会

２３

議
員
選
挙
（
南
多
摩
選
挙
区
）
の

立
候
補
予
定
者
説
明
会
を
開
催
し

ま
す
。
立
候
補
に
必
要
な
書
類
を

配
布
し
ま
す
の
で
、
立
候
補
を
予

定
し
て
い
る
方
、
ま
た
は
そ
の
代

理
の
方
は
必
ず
出
席
し
て
く
だ
さ

い
。

　

な
お
、
会
場
の
都
合
に
よ
り
、

出
席
者
は
立
候
補
予
定
者
１
人
に

つ
き
、
２
人
ま
で
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

■日
 

５
月
９
日（
木
）

■時
 

午
後
２
時
〜

■場
 

市
役
所
４
階
議
会
会
議
室

■問
 

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

東
京
都
議
会
議
員
選
挙

（
南
多
摩
選
挙
区
）

立
候
補
予
定
者

立
候
補
予
定
者説明

会

説
明
会

※
期
限
内
に
補
助
金
限
度
額
に
達

し
た
場
合
は
申
請
を
締
め
切
り
ま

す
。

■先
 

■問
 

商
工
会　

1　

・
１
６
９
６

３７７



（3）　代表電話は378－2111 ２５・４・１５

▽
４
月
後
半
の
作
業
日
・
地
区　

４
月　

日（
火
）・
平
尾
、　

日（
火
）・
大
丸　

■申
 

作
業
日
の
前
週
の
金
曜
日
午
前
中
ま
で
に
電
話
で
お
申
し
込
み
の
う
え
、
持
ち
込
む
場
所
を
確
認
し
、

２３

３０

必
ず
葉
を
取
り
除
い
て
か
ら
お
持
ち
込
み
く
だ
さ
い
〔
葉
付
き
の
剪
定
枝
や
取
り
除
い
た
葉
は
、
燃
え
る
ご
み
の
日
に
出
せ
ば
２
袋（
束
）ま
で
無
料
収
集
し
ま
す
〕。　

■先
 

■問
 

環
境
課
ご
み
・
リ
サ
イ
ク
ル
係

家
庭
剪
定
枝
リ
サ
イ
ク
ル
情
報

せ
ん 

て
い

※
1　

ア
パ
ー
ト
・
マ
ン
シ
ョ
ン
の

場
合
は
、
名
称
・
号
室
も
記
入
し
て

く
だ
さ
い
。

※
2　

こ
こ
に
記
入
さ
れ
た
氏
名
を

「
区
割
図
」
に
表
示
し
ま
す
。

※
3　

携
帯
電
話
で
も
可
能
で
す
。

利
用
者
募
集

利
用
者
募
集

農
業
体
験
農
園

農
業
体
験
農
園

　

農
業
体
験
農
園
は
、
利
用
料
を

支
払
い
、
プ
ロ
の
農
家
の
方
に
農

作
業
を
直
接
指
導
し
て
も
ら
う
こ

と
で
、
農
業
の
知
識
や
技
術
を
学

び
な
が
ら
、
農
業
者
と
の
交
流
や

新
鮮
で
質
の
高
い
農
産
物
の
収
穫

を
目
指
す
も
の
で
す
。

■対
 

市
内
在
住
者
で
、
熱
意
を
持
っ

て
農
作
業
に
取
り
組
め
る
方

※
家
族
・
グ
ル
ー
プ
で
の
参
加
も

可▽
農
園
名　

長
彦
園
（
東
長
沼
１

３
３
１
・　

の
１
・　

）

６１４

６１５

■定
 

４
人
（
共
同
作
業
区
画
）

▽
栽
培
品
目　

キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ

▽
利
用
料　

５
千
円

※
利
用
料
は
、
収
穫
作
物
代
な
ど

に
相
当
す
る
も
の
で
す
。

▽
利
用
期
間　

５
月　

日（
金
）〜

１０

　

月　

日（
土
）

１１

３０

※
園
主
と
の
相
談
で
、
契
約
継
続

は
可
能
で
す
。

■申
 

は
が
き
に
住
所
・
氏
名
（
フ
リ

ガ
ナ
）
・
電
話
番
号
（
携
帯
電
話

可
）
を
記
入
の
う
え
、
ご
応
募
く

利
用
者
募
集

利
用
者
募
集

農
家
開
設
型

 
農
家
開
設
型

市
民
農
園

市
民
農
園

　

農
業
者
が
開
設
運
営
す
る
市
民

農
園
の
利
用
者
を
募
集
し
ま
す（
こ

の
農
園
は
市
が
直
接
管
理
す
る
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）
。
土
に
親

し
み
、
野
菜
作
り
を
楽
し
み
ま
せ

ん
か
。

■対
 

市
内
在
住
者
で
、
野
菜
作
り
に

興
味
の
あ
る
方

※
家
族
で
の
参
加
も
可

▽
農
園
名　

後
う
し
ろ

   
 
田  
園 
（
坂
浜
２
７

だ 

え
ん

９
７
）　

▽
募
集
区
画
数　

１
区
画（　

㎡
）

２０

▽
利
用
料　

年
間
１
万
６
千
円

▽
利
用
期
間　

５
月　

日（
金
）〜

１０

平
成　

年
４
月　

日（
水
）

２６

３０

※
最
長
５
年
間
継
続
で
き
ま
す
。

■申
 

下
図
の
申
込
記
入
例
を
参
照
し
、

ご
応
募
く
だ
さ
い
。

※
１
世
帯
で
２
通
以
上
の
応
募
、

他
人
名
義
の
応
募
が
あ
っ
た
場
合

は
、
無
効
に
な
り
ま
す
。

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
し
、

結
果
は
５
月
２
日（
木
）ま
で
に
園

主
か
ら
通
知
し
ま
す
。

■限
 

４
月　

日（
水
）必
着

２４

▽
注
意
事
項

だ
さ
い
。

※
１
世
帯
で
２
通
以
上
の
応
募
、

他
人
名
義
の
応
募
が
あ
っ
た
場
合

は
、
無
効
に
な
り
ま
す
。

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
し
、

結
果
は
５
月
２
日（
木
）ま
で
に
園

主
か
ら
通
知
し
ま
す
。

■限
 

４
月　

日（
水
）必
着

２４

※
説
明
会
の
日
程
な
ど
の
詳
細
は
、

利
用
決
定
の
通
知
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

▽
注
意
事
項

○
農
業
体
験
農
園
は
、
市
が
直
接

管
理
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
区
画
の
貸
し
出
し
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

○
種
・
苗
・
肥
料
・
農
具
は
園
主

多多
摩摩
地地
域域
でで
のの

災災
害害
廃廃
棄棄
物物
のの

受受
けけ
入入
れれ
がが

終終
了了
しし
まま
しし
たた

心
身
障
害
者

心
身
障
害
者
福
祉
手
当

福
祉
手
当

44
月月
期期
分分（（
平平
成成

年年

月月

2244

1122

〜〜
平平
成成

年年
33
月月
分分
））をを

2255振振
りり
込込
みみ
まま
しし
たた

　

現
在
手
当
を
受
給
中
の
方
で
施

設
へ
の
入
所
な
ど
に
よ
り
受
給
要

件
に
該
当
し
な
く
な
っ
た
方
は
、

速
や
か
に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

届
け
出
が
遅
れ
た
場
合
は
、
手
当

を
返
還
し
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で

ご
了
承
く
だ
さ
い
。　
　

■問
 

障
害
福
祉
課
障
害
福
祉
係

入
居
者
募
集

入
居
者
募
集

高
齢
者
住
宅

高
齢
者
住
宅

ジ
ョ
イ
ハ
ウ
ス

 

ジ
ョ
イ
ハ
ウ
ス

た
ま
が
わ

た
ま
が
わ

■対
 

次
の
全
て
に
該
当
す
る
方

①
４
月　

日
現
在
、
満　

歳
以
上

１５

６５

参
加
者
募
集

参
加
者
募
集

転
倒
骨
折

転
倒
骨
折
予
防
教
室

予
防
教
室

　

転
倒
に
よ
る
骨
折
は
「
寝
た
き

り
」
の
原
因
に
な
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
転
倒
を
予
防
す
る
た
め
に

は
、
筋
力
や
バ
ラ
ン
ス
能
力
を
向

上
さ
せ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
皆

さ
ん
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■対
 

お
お
む
ね　

歳
以
上

６５

■日
 

５
月　

日
〜
７
月　

日
の
毎
週

１０

１２

介
護
教
室

家家
庭庭
でで
でで
きき
るる
リリ
ハハ
ビビ
リリ

テテ
ーー
シシ
ョョ
ンン
講講
座座

■対
 

介
護
し
て
い
る
方
、
興
味
の
あ

る
方

■日
 

４
月　

日（
土
）

２７

■時
 

午
後
１
時　

分
〜
３
時

３０

■定
 
　

人
２０

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選

■内
 

体
の
リ
ハ
ビ
リ
・
心
の
リ
ハ
ビ

リ　■講
 

老
人
保
健
施
設
ヒ
ル
ト
ッ
プ
ロ

マ
ン
理
学
療
法
士
・
作
業
療
法
士

■費
 

無
料

■申
 

電
話
で
「
介
護
教
室
の
申
込
希

望
」
と
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

■限
 

４
月　

日（
金
）

２６

■場
 

■先
 

■問
 

老
人
保
健
施
設
ヒ
ル
ト
ッ

プ
ロ
マ
ン（
若
葉
台
３
の
７
の
１
） 

1　

・
３
０
３
０

３３１

が
用
意
し
ま
す
。

○
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■先
 

■問
 

経
済
課
農
政
係
（
〒　

・　
 

２０６

８６０１

稲
城
市
東
長
沼
２
１
１
１
）

国体競技普及啓発事業 国体100日前イベント国体競技普及啓発事業　国体100日前イベント

中中学学生生野野球球教教室室参参加加者者募募集集
　第68回国民体育大会（スポーツ祭東京2013）
が稲城市で10月に開催されます。
　その普及啓発事業として中学生
野球教室を実施します。
■対市内在住・在学の中学1～3年生
■日5月12日（日）　■時午前9時～正午
■場稲城中央公園野球場（雨天時＝向陽台小学校）
■定約100人
■内「投げる」「捕る」「打つ」の基本動作から
個々のレベルに合わせた応用技術を指導
■講読売巨人軍ジャイアンツアカデミーコーチ
■持グラブ、バット、飲み物
■申5月2日（木）までに電話でお申し込みください。
■先■問第68回国民体育大会稲城市実行委員会事
務局（体育課内）

全全国国少少年年少少女女野野球球教教室室
参参加加者者募募集集

■対小学4～6年生（原則として、小学1～3年生は見学）
■日5月12日（日）　■時午後1時～4時30分
■場稲城中央公園野球場（雨天時＝向陽台小学校）
■内野球に関する技術指導
■講全国野球振興会登録スタッフ
■持グラブ、バット、飲み物
■主全国野球振興会
■申電話でお申し込みください。
■先■問稲城市軟式野球連盟　1378－1104

を
含
む
満　

歳
以
上
の
二
人
暮
し

６０

高
齢
者
世
帯

②
市
内
に
引
き
続
き
２
年
以
上
住

ん
で
い
る
方

③
持
ち
家
や
公
営
住
宅
に
住
ん
で

い
な
い
方

④
現
に
住
宅
に
困
っ
て
い
る
方（
立

ち
退
き
要
求
を
受
け
て
い
る
な
ど
）

※
収
入
に
つ
い
て
一
定
の
基
準
が

あ
り
ま
す
。

▽
使
用
料　

市
の
住
宅
条
例
に
よ

る
額

■内
 

世
帯
用
住
戸
１
戸
（
押
立　

の
４１０

３
、
２
Ｄ
Ｋ
、　

・
０
㎡
）

４１

■申
 

高
齢
福
祉
課
で
配
布
す
る
申
込

用
紙
で
、
４
月　

日（
木
）以
降
に

１８

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■限
 

４
月　

日（
火
）

３０

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
。

■先
 

■問
 

高
齢
福
祉
課
高
齢
福
祉
係

　

多
摩
地
域
７
清
掃
工
場
に
お
け

る
、
宮
城
県 
女
川
町 
の
災
害
廃
棄

お
な
が
わ
ち
ょ
う

物
の
受
け
入
れ
が
、
３
月　

日
を

３１

も
っ
て
無
事
終
了
し
ま
し
た
。

　

受
け
入
れ
終
了
に
あ
た
り
、
２

月
に
開
催
し
た
東
京
都
市
長
会
の

席
上
で
須
田
善
明
女
川
町
長
が
町

民
を
代
表
し
て
都
民
に
対
し
謝
意

を
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
に
は
災
害
廃
棄
物

の
受
け
入
れ
に
ご
理
解
と
ご
協
力

を
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

な
お
、
多
摩
川
衛
生
組
合
で
の

受
け
入
れ
期
間
や
量
、
各
種
測
定

結
果
に
つ
い
て
は
、
「
多
摩
川
衛

生
組
合
」
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

■問
 

環
境
課
ご
み
・
リ
サ
イ
ク
ル
係

「
住
宅
用

「
住
宅
用
創
エ
ネ
ル
ギ
ー

創
エ
ネ
ル
ギ
ー

機
器
等

機
器
等
導
入
促
進
事
業
」

導
入
促
進
事
業
」

が
始
ま
り
ま
す

が
始
ま
り
ま
す

　

市
で
は
、
地
球
温
暖
化
対
策
・

電
力
需
給
状
況
安
定
化
に
向
け
、

住
宅
用
創
エ
ネ
ル
ギ
ー
機
器
な
ど

の
導
入
に
あ
た
っ
て
の
補
助
制
度

を
実
施
し
ま
す
。

■対
 

平
成　

年
度
に
自
家
消
費
を
主

２５

た
る
目
的
と
し
て
、
住
宅
に
①
太

陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
、
②
太
陽
熱

利
用
シ
ス
テ
ム
、
③
エ
ネ
フ
ァ
ー

ム
、
④
蓄
電
池
を
導
入
し
た
世
帯

※
付
帯
条
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、

全
て
の
世
帯
が
対
象
と
な
る
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
対
象
機
器
の

容
量
・
補
助
単
価
・
上
限
や
申
込

方
法
な
ど
、
詳
細
に
つ
い
て
は
改

め
て
広
報
い
な
ぎ
等
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

■問
 

環
境
課
環
境
政
策
係

募
集
し
ま
す

募
集
し
ま
す

認
可
保
育
所
等

認
可
保
育
所
等

運
営
事
業
者

運
営
事
業
者

　

市
で
は
、
第
二
保
育
園
、
第
二

学
童
ク
ラ
ブ
、
第
一
児
童
館
に
つ

○
園
主
が
直
接
作
付
指
導
を
行
う

農
園
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

○
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■先
 

■問
 

経
済
課
農
政
係

傍
聴
で
き
ま
す

稲
城
市
都
市
計
画

稲
城
市
都
市
計
画

審
議
会

審
議
会

▽
諮
問
案
件　

【
南
山
東
部
土
地

区
画
整
理
事
業
関
連
】

①
多
摩
都
市
計
画
用
途
地
域
・
高

度
地
区
・
防
火
地
域
及
び
準
防
火

地
域
の
変
更

②
多
摩
都
市
計
画
地
区
計
画　

南

山
東
部
地
区
地
区
計
画
の
変
更

【
特
別
緑
地
保
全
地
区
関
係
】

○
多
摩
都
市
計
画
特
別
緑
地
保
全

地
区
の
変
更

【
そ
の
他
】

①
多
摩
都
市
計
画
地
区
計
画　

稲

城
榎
戸
地
区
地
区
計
画
の
変
更

②
多
摩
都
市
計
画
地
区
計
画　

矢

野
口
駅
周
辺
地
区
地
区
計
画
の
変

更③
多
摩
都
市
計
画
地
区
計
画　

稲

城
長
沼
駅
周
辺
地
区
地
区
計
画
の

変
更

④
多
摩
都
市
計
画
地
区
計
画　

川

北
下
地
区
地
区
計
画
の
変
更

■日
 

５
月　

日（
火
）

１４

■時
 

午
前　

時
〜

１０

■場
 

市
役
所
４
階
議
会
会
議
室

■定
 
　

人
１０

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選

■申
 

は
が
き
に
住
所
、
氏
名
、
電
話

番
号
を
記
入
の
う
え
、
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

■限
 

４
月　

日（
金
）消
印
有
効

２６

■先
 

■問
 

都
市
計
画
課
都
市
計
画
係

金
曜
日
（
全　

回
）

１０

■時
 

午
前
９
時　

分
〜　

時

３０

１１

■場
 

保
健
セ
ン
タ
ー
（
車
で
の
来
場

は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
）

■定
 
　

人
（
抽
選
）

１５
※
初
め
て
の
方
を
優
先
し
ま
す
。

■申
 

４
月　

日（
火
）か
ら
、
電
話
で

１６

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■限
 

４
月　

日（
金
）

２６

■問
 

高
齢
福
祉
課
地
域
支
援
係

はがき記入例（表面）

〒206－8601

稲
城
市

　

東
長
沼
2
1
1
1

稲
城
市
役
所
経
済
課

農
家
開
設
型

　

市
民
農
園
申
込
係

応
募
は『
は
が
き
』で

▲農家開設型市民農園（後田園）

上谷戸通り 

鶴川
街道
 

後田園 

上谷戸緑地 
体験学習館 

上
谷
戸
大
橋 

上谷戸大橋北 

１ ．郵便番号

２ ．住所 ※1

３ ．氏名 ※2

４．フリガナ

５ ．電話番号 ※3

（裏面）

▲農業体験農園（長彦園）

川崎街道 

JR南武線 至矢野口駅 

東長沼 
駐在所 

稲城市 
臨時駐輪場 

至
南
多
摩
駅 

稲城 
長沼駅 
稲城 
長沼駅 市役所 

通り 
市役所 
通り 

旧川崎街道 

消防団 
第二分団 

第四文化 
センター通り 

長彦園 

い
て
平
成　

年
４
月
か
ら
民
営
化

２７

す
る
た
め
、
事
業
者
を
募
集
し
ま

す
。

■対
 

都
内
ま
た
は
近
郊
で
、
現
に
認

可
保
育
所
を
運
営
す
る
社
会
福
祉

法
人

▽
所
在
地　

稲
城
市
東
長
沼
２
１

１
５
番
地
の
一
部
（
現　

亀
山
下

公
園
）

▽
開
設
時
期　

平
成　

年
４
月

２７

■申
 

「
稲
城
市
立
第
二
保
育
園
等
運

営
事
業
者
募
集
要
項
」
（
子
育
て

支
援
課
で
配
布
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
入
手
で
き
ま
す
）
に
従

っ
て
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■限
 

５
月　

日（
月
）〜　

日（
金
）

２０

３１

※
４
月　

日（
木
）午
前　

時
〜　

１８

１０

１１

時
に
、
地
域
振
興
プ
ラ
ザ
大
会
議

室
で
募
集
要
項
説
明
会
を
行
い
ま

す
。　

■先
 

■問
 

子
育
て
支
援
課
保
育
係



（5）　代表電話は378－2111

　平成２５年度当初予算が、２月２６日から開かれた市議会第１回定例会で可決成
立しました。予算総額は下表のとおりで、全会計で５６４億２０４万円、前年度当初
予算に比べ２.７％の減となりました。市の予算の中心となる一般会計の予算規
模は、３０８億９千万円と、前年度当初予算に比べ４.７％の減となりました。
　平成２５年度の予算の特徴は、以下の４点を基本に取り組む予算としています。
①将来を見据えた健全な財政を維持しながら、第四次長期総合計画に基づいた
事業を中心に実施するための予算とし、市の将来都市像である「緑につつまれ
友愛に満ちた市民のまち稲城～ともにつくろう笑顔あふれる元気なまち～」
を実現するため、まちづくりの基本目標に沿った施策を推進します。

②東日本大震災の被災地支援を継続するとともに、市内の防災・減災対策にも
計画的に取り組みます。

③市内業者の経営環境等が回復していない現状を踏まえ、緊急経済対策を継続
します。

④第四次行政改革に基づき行政の効率化やスリム化を図るとともに、健全な財
政運営を維持するため、事務事業を見直し、経営努力を図り、より一層の創
意工夫に取り組みます。

 ��������������������������� ■問財政課財政係

※人口は平成25年1月1日現在（85,877人）

歳入 

市税 
138億3,451万円 

44.8％ 

その他 
13億7,772万円 

4.4％ 

使用料及び手数料 
4億8,461万円 
1.6％ 

繰入金 
15億189万円 
4.9％ 

分担金及び負担金 
6億3,297万円 
2.1％ 

地方消費税交付金 
7億5.586万円 
2.4％ 

市債 
23億3,190万円 

7.5％ 

地方交付税 
15億1,201万円 

4.9％ 

国庫支出金 
36億2,319万円 
11.7％ 

都支出金 
48億3,534万円 
15.7％ 

歳出 
民生費 

118億9,291万円 
38.5％ 

その他 
2億9,346万円 
0.9％ 

消防費 
12億2,718万円 

4.0％ 

議会費 
3億1,929万円 
1.0％ 

公債費 
20億2,414万円 

6.6％ 

総務費 
30億6,027万円 

9.9％ 

衛生費 
29億6,430万円 

9.6％ 

土木費 
39億4,917万円 
12.8％ 

教育費 
51億5,928万円 
16.7％ 

１００
００ 

１００００ 
１００００ 

１００００ 

市民1人当たりの一般会計歳出予算額（359,701円）

消防費 14,290円 教育費 60,078円 公債費 23,570円 その他 7,135円

総務費 35,636円 民生費 138,488円 衛生費 34,518円 土木費 45,986円

議会費
労働費
農林費
商工費
予備費

グラフ1　歳入当初予算額　308億9千万円（一般会計）

グラフ2　歳出当初予算額　308億9千万円（一般会計）

■主な見直し事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

予算額
（影響額）事　　業　　内　　容事　　業

市役所など
２,９６２

（１,２８４）

街路灯など
１２,２９９

（△６,９０３）

公園灯
７１０

（６３５）

下記の照明をＬＥＤの灯具に取り替え、消費電力を抑
え環境への負荷に配慮するとともに、電気料の削減や
長寿命化による取替修繕料の削減を図る。
○市役所、議場及び消防署照明
リースによりＬＥＤの灯具に取り替える。
○街路灯及び防犯灯
街路灯のうち電柱に共架している小型水銀灯及び防犯
灯をリースによりＬＥＤの灯具に取り替える。
○公園灯
公園内の水銀灯を中心に５年間でＬＥＤの灯具に取り
替える。平成２５年度は、うまさん公園（３基）及びと
きの広場（４基）の水銀灯についてＬＥＤ化を実施す
る。
※影響額は、平成２５年度にＬＥＤ化することに伴う照
明に係る経費（電気料、維持管理料、リース料、設置
費など）と、平成２４年度のＬＥＤ化以前の照明に係る
経費（電気料、維持管理料など）の差額。

市役所の照明等のＬＥ
Ｄ化

３８９,０６０
（１７,７００）

認可保育所保育料（保育所運営費保護者負担金）の見
直しを行う。
※影響額は、保育所運営費徴収金基準額表の徴収金基
準額により、平成２５年度の入所予定児童数を基礎とし
て、改定前で算出した額と、改定後で算出した額との
差額。

保育所運営費保護者負
担金の見直し（歳入）

歳入
３１,０２７

（２５,７０７）

歳出
３１,０２７

（２１,１４８）

平成２４年度に２カ所の公園駐車場の有料化を実施した
が、新たに９カ所の公園駐車場で有料化を実施する。
※歳入の影響額は、公園駐車場使用料収入の平成２５年
度歳入見込額と平成２４年度歳入見込額との差額。歳出
の影響額は、平成２５年度と平成２４年度の有料公園駐車
場の運営経費（公園駐車場管理委託経費、無料開放時
に必要とされた駐車場管理経費）の差額。

公園駐車場の有料化の
拡大

■主なレベルアップ事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

予算額
（影響額）事　　業　　内　　容事　　業

３,９５０
（７２）

議会活動の情報発信を進めるため、議会だよりのペー
ジ数を２ページ増加し充実を図る。議会だよりの充実

１８,１７１
（１５,９５６）

現在の問題点などを整理し、誰もが利用しやすい市ホ
ームページに改修する。市ホームページの改修

１４,２１２
（７,１０６）

平成２２年度から実施している小口事業資金及び小口零
細企業資金の融資あっせん信用保証料補助金の拡充
（補助率を２分の１から１０分の１０に引き上げる措置）
を継続する。

小口事業資金融資あっ
せん信用保証料補助金
等の拡充の継続（緊急
経済対策）

１８,０００
（１２,０００）

平成２４年度から実施している市内事業者による個人住
宅のリフォーム工事に対する補助の拡大（補助限度額
を１０万円から２０万円に引き上げる措置）、また、平成
２３年度から実施している耐震補強工事に対する補助の
拡充（補助限度額を３０万円から５０万円に引き上げる措
置）を継続する。

個人住宅改修時（市内
業者施工）補助の拡大
及び耐震補強工事補助
拡充の継続（緊急経済
対策）

６９,４２０
（２３,１９９）

認証保育所及び認定こども園の３歳未満児の補助額を
月額９千円から２万円に引き上げる。

認証保育所・認定こど
も園利用者利用料補助
の拡充

２３９,２６１
（４０,７２１）

認可保育所の待機児童解消を図るため、京王よみうり
ランド駅前の認証保育所の開設に伴い、その運営費等
を補助する。

京王よみうりランド駅
前認証保育所の開設

５６,５４６
（３０,８５６）

矢野口地区の学童クラブ入所待機児童の解消を図るた
め、平成２５年４月に開設する民設民営学童クラブに対
し、その運営を委託する。

民設民営学童クラブの
開設

５,０００
（２,５００）

助成金の限度額を５万円から１０万円に引き上げ、昭和
５６年５月３１日以前に建築された木造住宅の耐震化を促
進する。

木造住宅耐震診断助成
金の引き上げ

３,５９８
（３,２４６）

地域防災計画に基づく二次避難所に、通信手段として
デジタルＭＣＡ無線を配備する。また、被災時の各避
難所の鍵の開錠の補完的措置として、各文化センター
など市内６カ所に地震自動解錠ボックスを設置し、各
避難所の鍵を保管し管理する。

避難所備蓄資機材の充
実

１５,４００
（５,２５１）

地域防災計画の見直しによる震災時の避難者の想定数
の変更及び東京都帰宅困難者対策条例の制定に伴い、
備蓄食糧数を見直し５カ年で整備する。

避難所備蓄食糧の充実

１１,８７２
（４,４５２）

平成２３年度から小・中学校各１校で実施し、これまで
に小学校４校、中学校１校で実施した。平成２５年度は
新たに小学校２校、中学校１校で実施することで、学
校図書館活性化推進員の人員の充実を図る。

学校図書館活性化推進
員配置の拡充

■主な新規事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

予算額事　　業　　内　　容事　　業

５,９７５太陽光発電及び太陽熱利用などの住宅用創エネルギー
機器等の導入に対する補助制度を創設する。

住宅用創エネルギー機
器等導入促進のための
補助金の創設

５,０００地域防災計画に基づく二次避難所（福祉避難所）に生
活必需品等の備蓄品を整備する。

二次避難所災害対策用
備品の整備

１６,９８９平成２５年４月に複合施設ふれんど平尾内に開設する発
達支援センターの運営のための経費を計上する。

発達支援センターの開
設

７,１０２４０歳以上の市民を対象に肺がん検診を実施する。自己
負担額は各健康保険の負担割合とする。肺がん検診の実施

５００

地域ボランティアの配置、ボランティアを活用した事
業実施計画の作成及び事業実施の支援などを行う学校
支援コンシェルジュ（仮称）を中学校ブロックごとに
配置し、地域全体で学校教育を支援する体制を構築す
る（平成２５年度は２中学校ブロック）。

地域と共にある学校推
進事業

５００

受診者が安心して健診を受けられるよう質の向上を図
るため、日本人間ドック学会が実施する健診施設の第
三者評価である人間ドック健診施設機能評価Ｖｅｒ．
2を受審し、認定を取得する。

市立病院における人間
ドック健診施設機能評
価Ｖｅｒ．2の取得

平成25年度会計別予算

増減率
％

Ｃ
増減額
（Ａ－Ｂ）

Ｂ
平成24年度
予算額

Ａ
平成25年度
予算額

区　　分

△4.7△15億1,000万円 324億円308億9,000万円一 般 会 計

2.21億6,742万円75億8,704万円77億5,446万円国民健康保険事業
特 別 会 計

△15.6△4億2,395万円 27億2,511万円23億　116万円土地区画整理事業
特 別 会 計

△11.0△2億9,429万円26億6,878万円23億7,449万円下水道事業特別会計

11.74億1,111万円35億2,557万円39億3,668万円介護保険特別会計

8.89,403万円10億6,512万円11億5,915万円後 期 高 齢 者 医 療
特 別 会 計

△0.2△1,436万円80億　　46万円 79億8,610万円病 院 事 業 会 計

△2.7△15億7,004万円579億7,208万円564億　204万円合　　計

平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度 予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算ののののののののののののののののののののののののののの概概概概概概概概概概概概概概概概概概概概概概概概概概概要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要平平成成２２５５年年度度 予予算算のの概概要要

凡例
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２５・４・１５ 代表電話は378－2111　（4）

第四次長期総合計画に第四次長期総合計画に
基づく平成基づく平成2525年度予算の年度予算の
主な事業主な事業

3
の柱

だれもが心豊かに暮らせる
平和で安全なまちづくり

5億3,198万円

666666666666666つつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつのののののののののののののののののののののののののの柱柱柱柱柱柱柱柱柱柱柱柱柱柱柱柱柱柱柱柱柱柱柱柱柱柱つの柱66つつのの柱柱
【健康の保持・増進と医療の充実】 � 13億1,587万円

○健康づくりの推進〔妊婦健診、乳幼児健診、予防
接種（ポリオ、ＢＣＧ、四種混合、三種混合、日
本脳炎、インフルエンザ、ヒトパピローマウイル
ス感染症、 Ｈｉｂ 感染症、小児の肺炎球菌感染症

ヒ　　ブ

など）、健康づくり推進事業、健康プラザ運営事
業、国民健康保険特定健診・特定保健指導の実施、
感染症予防事業など〕
○医療体制の充実（医療費助成受付事務事業、かか
りつけ医推進事業、自家発電機軽油貯蔵施設新設
工事、内視鏡ビデオシステムなどの備品の整備、
人間ドック健診施設機能評価Ver.2の取得、休日
急病診療事業など）

【社会福祉の充実】 �������� 87億2,217万円

○地域福祉の推進（社会福祉協議会運営費補助事業、
成年後見制度等利用者支援事業、福祉センター事
業、権利擁護センター事業、民生委員・保護司関
係費、戦没者援護関係事業、保健福祉推進委員会
関係費など）
○高齢者福祉の充実（介護予防・地域支え合い事業、
在宅高齢者支援事業、高齢者住宅維持管理経費、
老人福祉施設整備・措置関係費、老人福祉週間事

【生きぬく力の育成】 ������� 33億5,085万円

○幼児期の教育の振興（私立幼稚園協会補助金、私
立幼稚園就園奨励費補助金、私立幼稚園等園児保
護者負担軽減補助金、在宅幼児教育費補助金など）

○義務教育の充実〔教育研究・研修に関する経費、
教育指導に関する経費、教育センター運営に関す
る経費、小・中学校管理運営費、小・中学校特別
支援学級費、ニュータウン内小・中学校などの買
取事業、（仮称）南山小学校建設事業、学校給食
共同調理場管理運営費など〕

○青少年の健全育成（稲城ふれあいの森事業、成人
式経費、青少年育成地区委員会関係費、青少年委
員関係費、青少年指導者養成事業など）

【生涯学習の推進】 �������� 12億4,770万円

○生涯にわたる学習・文化・芸術活動などの振興（生
涯学習推進事業、Ｉのまちいなぎ市民祭事業文化
祭・芸術祭部門補助金、社会教育関係団体補助金、
生涯学習だより「ひろば」発行など）

○社会教育の充実〔公民館主催事業（稲城フェステ
ィバル、稲城寄席など）、自主的学習グループ援
助事業、文化センター管理運営費、ｉプラザ整備
運営事業、図書館事業、ブックスタート事業（赤
ちゃんへの絵本現物支給）、城山体験学習館管理
運営事業など〕

○文化財の保存と活用（文化財講座、古民家公開事
業の環境整備、郷土資料室講座など）

○スポーツ・レクリエーション活動の振興（小学校
体育館個人開放、地域市民プール運営、市立公園
内体育施設管理運営、体力づくり運動推進、市民
体育大会運営、国民体育大会関係経費、ヴェルデ
ィ支援推進事業など）

【快適な環境への改善と保全の推進】

 ���������������� 14億1,462万円

○環境負荷低減の推進（住宅用創エネルギー機器等
導入促進事業補助金、市役所、議場及び消防署の
照明のＬＥＤ化、防犯灯等のＬＥＤ化など）

○循環型社会づくり［ごみ減量再資源化推進事業
〔（仮称）第二次稲城市一般廃棄物処理基本計画
の策定など〕、東京たま広域資源循環組合三多摩
は一つなり交流事業、 塵  芥 収集運搬処理事業、高

じん かい

温水設備保守点検委託、し尿収集運搬処理事業、
浄化槽管理指導事業など］

○快適な生活環境の確保と清潔なまちづくり（公害
対策事業、清掃思想普及事業、生物多様性地域戦
略基礎調査・策定支援等業務委託など）

【産業の振興】 ���������� 1億5,177万円

○都市農業の振興（農業近代化資金利子補給事業、
農業後継者等育成事業、農業環境対策推進事業、
地産地消推進事業、廃食油リサイクル委託、ファ
ミリー農園整備委託、農産物品評会経費など）

○地域社会との共生をめざす製造業・情報通信業な
どの工業の育成〔商工会補助金（パソコン講座事
業、住宅改修補助事業など）〕

○市民生活を豊かにする商業の活性化〔商工会補助
金（生き活き商品券補助事業、地域認証ブランド
創出事業、インターネット活用情報交流事業費補
助など）、新・元気を出せ商店街事業補助、商店
会活性化事業補助など〕

○まちの賑わいの創出［小口事業資金融資あっせん
事業経費（信用保証料補助金の拡充の継続など）、
商工会経費〔小規模事業者経営改善資金（マル経）
利子補給補助など〕など］

○観光・スポーツ・レクリエーションを通じたまち
の活性化〔観光推進事業（メカデザイナーズサミ
ット開催など）、任期付職員採用、Ｉのまちいな
ぎ市民祭事業産業まつり部門補助金など〕

【安定した消費生活の推進】 ������ 1,315万円

○市民の消費生活に関する意識啓発（市民相談事業、
生活資金融資あっせん事業経費、消費者ルーム運
営事業など）

○市民の消費生活環境に対する意識啓発の推進（く
らしフェスタ開催事業委託）

【安心して暮らせるまちづくり】 �� 22億1,509万円

○計画的な土地利用の推進（都市計画審議会関係費、
生産緑地地区都市計画変更図書作成委託、地区計
画の変更など）
○市街地の整備（榎戸・矢野口駅周辺・稲城長沼駅
周辺・南多摩駅周辺・南山東部・上平尾・ 小  田  良 

こ だ ら

土地区画整理事業）
○充実した道路網の整備〔道路改修整備事業（多7・
4・5号線整備など）、道路維持補修等経費、街路
樹等維持管理経費〕
○河川・水路の整備（公水路維持補修等経費、公水
路等 浚  渫 事業、排水門管理経費、雨水排水ポンプ

しゅん せつ

場管理経費）
【安全で快適なまちづくり】 ���� 10億4,640万円

○鉄道・バス交通の充実〔南武線連続立体交差事業、
Ｉバス事業（循環バス運行補助金など）〕
○交通安全の推進（交通安全推進経費、交通安全施
設等整備管理経費、自転車対策経費）
○下水道の整備〔公共下水道事業（第三期、南山東
部など）、業務経費、維持管理経費など〕

【豊かな水と緑のあるまちづくり】 � 3億7,404万円

○緑を守り育てる〔自然環境保全緑化推進事業（保
全地域助成補助金など）〕
○楽しく魅力ある公園づくり〔公園建設事業、公園
維持管理事業（公園駐車場有料化の拡大）、公益財
団法人いなぎグリーンウェルネス財団関連事業、
公園活用事業など〕

【市民参加の拡充】 ��������� 1億588万円

○市民協働の推進（地域振興プラザ関係事業）
○行政情報の透明化〔情報公開・個人情報保護関係
費、文書管理関係費、資産公開関係費、広報広聴
活動事業（市ホームページ改修など）など〕

【行政サービス向上のための行財政】

 ���������������� 38億4,387万円

○健全な行財政運営（議会関係費、企画事務費、税
務総務費、基幹統計費、職員管理費、法制執務関
係費、電算管理運営費、庁用自動車関係費、各種
基金の積立、賦課徴収費、庁舎維持管理費、複合
施設ふれんど平尾施設管理費など）

○自治体間の連携推進（霊園・メモリアルホール整
備事業、環境衛生関係負担金）

○適正な人事管理（職員管理費、職員研修費）
○情報通信技術の活用〔市立病院総合情報システム
更新、福祉総合システム構築、平尾・若葉台出張
所経費、戸籍副本データ管理システム導入、保育
料・介護保険料のコンビニエンスストア収納開始
（モバイルレジ機能含む）〕

業、老人福祉館運営費など）
○障害者（児）福祉の充実（心身障害者福祉関係事
務事業、心身障害者福祉手当等関係事業、心身障
害者団体等市補助事業、在宅心身障害者ヘルプ事
業、自立支援給付等事業、障害児支援事業、発達
支援センター事業、地域生活支援事業など）

○子育て支援の充実（子ども・子育て支援事業計画
策定事業、第二～第五保育所運営、認証保育所運
営等・家庭福祉員運営事業、保育所等運営委託事
業、保育所施設整備事業、民間保育所振興費補助
金、学童クラブ運営・整備事業、児童館運営事業、
子育て支援事業、児童手当給付事業、乳幼児医療
費助成等事業など）

○ひとり親家庭への支援〔母子父子関係事業（ひと
り親家庭等医療費助成、ひとり親家庭児童入学援
助金、ひとり親家庭ホームヘルプサービス事業委
託、母子家庭自立支援給付金など）〕

○低所得者などへの支援（面接相談員の配置、中国
残留邦人等支援・相談員の配置、生活保護就労支
援委員の配置、生活保護事業、生活保護法外援護
事業、中国残留邦人等生活支援事業など）

【社会保険制度の推進】 ������ 21億4,260万円

○医療保険制度や年金制度の推進（後発医薬品利用
差額通知、後期高齢者医療健康診査項目の追加な
ど）

○介護保険制度の推進

【コミュニティの充実と交流の推進】 �� 1,959万円

○コミュニティの育成支援〔自治会等関係費（自治
会への加入促進、地区会館・集会所指定管理料、
自治会集会施設等建設費補助など）、Ｉのまちい
なぎ市民祭事業補助金など〕

【安全安心なまちづくり】 ������ 5億580万円

○防災対策の推進（防災行政無線デジタル化、災害
対策備蓄資機材事業、災害対策訓練事業、二次避
難所災害対策用備品整備、コミュニティ防災セン
ター管理事業、家具転倒防止器具助成事業、自主
防災組織育成事業など）

○地域ぐるみの防犯活動〔多目的広報車保険料、チ
ラシ（全戸配布）製作用紙代、地域安全情報メー
ル配信、防災行政無線による注意喚起（緊急時）、
多摩稲城防犯協会負担金など〕

○消防体制の充実〔消防施設・設備の充実（ 梯  子 消
はし ご

防自動車更新、緊急時高架水槽充水用送水管設置
工事など）、消防団関係経費など〕

○救急体制の充実（公共施設のＡＥＤ更新、救急医
療情報システム、救命講習など）

【地域で育む共生意識と活気あふれる地域交流】

 ������������������� 659万円

○人権の尊重（人権啓発事業、市民憲章運動推進事
業、アドボカシー室運営事業）
○平和で友愛に満ちた社会の推進〔平和都市宣言関
係事業（稲城平和コンサートなど）〕
○男女共同参画社会の推進〔女性・青少年関係事業
（女性の悩み相談、女性問題を考えるフォーラム
事業、青少年問題協議会など）〕

5
の柱

水と緑につつまれた
やすらぎのあるまちづくり

36億3,553万円

6
の柱

市民とともに歩むまちづくり
39億4,975万円

１
の柱

だれもが健康で安心して
ともに暮らせるまちづくり

121億8,064万円

2
の柱

人と文化を育む
ふれあいのあるまちづくり

45億9,855万円

4
の柱

環境にやさしく
活力あふれるまちづくり

15億7,954万円
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、
５
日

（
日
・
祝
）

■時
 

午
前　

時
〜
午
後
６
時
（
５
日

１０

は
午
後
４
時
ま
で
）

■場
 

城
山
公
園
及
び
周
辺

※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
公

共
交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

■内
 

①
リ
サ
イ
ク
ル
と
分
か
ち
合
い

の
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト　

②
多
芸

多
彩
の
ス
テ
ー
ジ　

③
心
の
こ
も

っ
た
手
づ
く
り
飲
食
売
店　

④
新

鮮
で
安
全
な
稲
城
産
野
菜
販
売
コ

ー
ナ
ー　

⑤
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
・

市
民
活
動
紹
介
コ
ー
ナ
ー

■主
 

稲
城
手
づ
く
り
市
民
ま
つ
り
２

０
１
３
実
行
委
員
会

▽
後
援　

稲
城
市
、（
公
財
）い
な

ぎ
グ
リ
ー
ン
ウ
ェ
ル
ネ
ス
財
団
、

稲
城
市
社
会
福
祉
協
議
会
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
い
な
ぎ

■問
 

社
会
福
祉
協
議
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー　

1　

・
３
８
０
０

３７８

■対
 
　

歳
以
上
の
方

１８
■日
 

５
月
７
日（
火
）・
８
日（
水
）・

　

日（
火
）・　

日（
水
）

１４

１５

■時
 

午
前
９
時　

分
〜
午
後
０
時　

３０

３０

分※
４
日
間
、
計　

時
間

１２

■場
 

地
域
振
興
プ
ラ
ザ
３
階

■定
 

５
人
（
応
募
多
数
の
場
合
は
抽

選
）

■内
 

「
初
心
者
の
た
め
の
パ
ソ
コ
ン

入
門
」

※
ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
７
搭
載
の
ノ
ー

ト
パ
ソ
コ
ン
を
使
用
し
ま
す
。

※
講
習
内
容
な
ど
の
詳
細
は
、
最

寄
り
の
文
化
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
ポ

ス
タ
ー
・
チ
ラ
シ
、
ま
た
は
「
稲

城
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
」

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
パ
ソ
コ
ン
教

室
」
な
ど
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■費
 

受
講
料
５
９
５
０
円
、
テ
キ
ス

ト
代
１
０
５
０
円

■申
 

往
復
は
が
き
に
コ
ー
ス
名（「
初

心
者
の
た
め
の
パ
ソ
コ
ン
入
門
」）・

住
所
・
氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）
・
年

齢
・
性
別
・
電
話
番
号
を
記
入
の

う
え
、
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

■限
 

４
月　

日（
月
）必
着

２２

■先
 

■問
 

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
パ

ソ
コ
ン
講
習
会
係
（
〒　

・　

稲

２０６

０８０２

城
市
東
長
沼
２
１
１
２
の
１
）

今
年
も
開
催
し
ま
す
！

　

わ
ん
ぱ
く
相
撲
稲
城
場
所

　

昨
年　

年
振
り
に
復
活
し
た
わ

１０

ん
ぱ
く
相
撲
稲
城
場
所
を
今
年
も

開
催
し
ま
す
！

　

わ
ん
ぱ
く
相
撲
は
、
心
と
体
を

鍛
え
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。
「
相
撲
」
を
通
じ
て
勝
つ
こ

と
の
喜
び
、
負
け
る
こ
と
の
悔
し

さ
、
他
の
子
た
ち
へ
の
思
い
や
り

を
学
ぶ
場
と
し
て
企
画
さ
れ
て
い

ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
い
た
だ
き
、

お
子
さ
ん
の
真
剣
な
姿
を
見
て
あ

げ
て
く
だ
さ
い
。

　

小
学
４
〜
６
年
生
の
男
女
各
最

高
順
位
者
は
、
６
月　

日（
日
）に

２３

開
催
す
る
「
わ
ん
ぱ
く
相
撲
東
京

都
大
会
」
に
稲
城
の
代
表
と
し
て

出
場
で
き
ま
す
。

■対
 

○
稲
城
市
ま
た
は
稲
城
市
近
隣

に
在
住
ま
た
は
在
学
し
て
い
る
小

学
１
〜
６
年
生
ま
で
の
男
子
・
女

子○
稲
城
市
ま
た
は
稲
城
市
近
隣
に

在
住
ま
た
は
在
園
し
て
い
る
５
歳

児
（
平
成　

年
４
月
２
日
〜
平
成

１９

　

年
４
月
１
日
生
ま
れ
）

２０■日
 

５
月
４
日（
土
・
祝
）

■時
 

午
前　

時　

分
開
会
、
午
後
４

１０

３０

時
閉
会
（
予
定
）

※
午
前　

時
か
ら
受
付
開
始

１０

■対
 
　

幼
児
（
４
〜
６
歳
）
と
そ
の

（１）
保
護
者　
　

小
学
１
〜
２
年
生
と

（２）

そ
の
保
護
者

■日
 

５
月
５
日（
日
・
祝
）

■時
 

午
後
１
時　

分
〜
３
時
（
午
後

３０

端
午
の
節
句
・
五
月
人
形
展

■日
 

５
月
１
日（
水
）〜
５
日（
日
・

祝
）

■時
 

午
前　

時
〜
午
後
４
時

１０

■主
 

坂
浜
自
治
会
・
水
車
の
会

■場
 

■問
 
 
上 かさ 
谷  
戸 
緑
地
体
験
学
習
館（
若

や 

と

葉
台
１
の　

の
２
）　

1　

・
７

２８

３３１

１
１
２

登
録
者
募
集

稲
城
市

稲
城
市

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

バ
ン
ク

バ
ン
ク

　

市
内
の
外
国
人
住
民
人
口
も
１

千
人
を
越
え
、
市
内
で
は
外
国
か

ら
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
受
け
入
れ
な

ど
、
様
々
な
国
際
交
流
活
動
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

を
受
け
入
れ
て
い
た
だ
け
る
方
の

事
前
登
録
制
度
「
稲
城
市
ホ
ス
ト

フ
ァ
ミ
リ
ー
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ン

ク
」
で
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
に
登

録
し
て
、
外
国
人
と
交
流
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

▽
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
の
流
れ　

市
や

市
教
育
委
員
会
が
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

の
受
け
入
れ
を
行
う
際
、
登
録
者

の
中
か
ら
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の

候
補
者
を
選
び
、
連
絡
し
ま
す
。

※
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
の
内
容
や
条
件

に
つ
い
て
は
個
別
に
異
な
り
ま
す

の
で
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
へ
の

打
診
が
あ
っ
た
時
に
お
聞
き
く
だ

さ
い
。

※
原
則
と
し
て
活
動
は
無
報
酬
と

し
、
市
は
経
費
の
負
担
も
行
い
ま

せ
ん
。

■対
 

次
の
条
件
を
全
て
満
た
す
方

○
国
際
交
流
活
動
の
趣
旨
を
理
解

し
、
活
動
に
積
極
的
に
参
加
を
希

望
す
る
方

○
代
表
者
は　

歳
以
上
で
、
市
内

２０

に
在
住
し
家
族
全
員
の
同
意
を
得

て
い
る
方

○
部
屋
の
提
供
な
ど
快
適
で
安
全

に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
が
で
き
る
よ
う

環
境
づ
く
り
に
努
め
、
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
で
訪
れ
る
方
に
対
し
誠
意
を

も
っ
て
対
応
す
る
意
思
が
あ
る
方

■申
 

稲
城
市
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
申
込
書
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
登
録
申
込
書
は

平
尾
・
若
葉
台
出
張
所
、
各
文
化

セ
ン
タ
ー
、
協
働
推
進
課
（
市
役

所
５
階
）
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
入
手
で

き
ま
す
。

　

市
で
は
大
空
町
と
の
市
民
交
流

が
活
発
に
な
る
よ
う
、
契
約
旅
館

を
利
用
す
る
方
に
対
し
て
、
宿
泊

料
金
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

　

大
空
町
で
は
、
５
月
３
日（
金
・

祝
）か
ら
６
月
９
日（
日
）ま
で「
芝

桜
ま
つ
り
」
を
行
い
ま
す
。
国
内

最
大
級
の
面
積
に
咲
く
芝
桜
が
丘

陵
を
染
め
上
げ
ま
す
（
芝
桜
の
開

花
情
報
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
）
。

ま
た
、
公
園
内
に
は
ゴ
ー
カ
ー
ト

や
釣
り
堀
、
キ
ャ
ン
プ
場
な
ど
の

施
設
も
あ
り
フ
ァ
ミ
リ
ー
で
楽
し

め
る
ス
ポ
ッ
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
な
ど
を

利
用
し
て
大
空
町
へ
出
か
け
て
み

ま
せ
ん
か
。

■対
 

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方

▽
助
成
額　

お
と
な
（
満　

歳
以

１２

上
）１
泊
＝
４
千
円
、
こ
ど
も（
満

３
歳
以
上　

歳
未
満
）
１
泊
＝
３

１２

千
円

※
年
間
３
泊
ま
で

▽
契
約
旅
館　

左
表
の
と
お
り

▽
利
用
方
法　

契
約
旅
館
に
直
接

予
約
し
て
か
ら
、
地
域
振
興
プ
ラ

ザ
１
階
事
務
室
に
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

　

夫
婦
や
家
族
の
問
題
、
あ
る
い

は
結
婚
や
離
婚
に
関
す
る
こ
と
、

自
身
の
生
き
方
、
仕
事
や
職
場
の

こ
と
、
恋
人
や
配
偶
者
か
ら
の
暴

力
、
子
育
て
の
こ
と
な
ど
、
現
代

社
会
で
は
個
人
の
悩
み
は
複
雑
多

岐
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。

　

心
配
事
が
あ
る
け
れ
ど
相
談
で

き
る
人
が
い
な
い
。
誰
に
も
自
分

の
気
持
ち
を
分
か
っ
て
も
ら
え
な

い
。
一
人
で
悩
ん
で
い
る
な
ら
、

誰
か
に
話
す
こ
と
で
解
決
の
糸
口

が
見
つ
か
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

面
接
に
よ
る
相
談
が
困
難
な
方

は
電
話
相
談
も
で
き
ま
す
。
秘
密

は
厳
守
し
ま
す
。
ま
た
、
水
曜
日

は
男
性
の
相
談
も
受
け
付
け
ま
す
。

▽
相
談
日　

毎
月
第
１
・
第
３
水

曜
日
、
第
４
土
曜
日

■時
 

午
前　

時
〜
午
後
４
時

１０

※
相
談
時
間
は
一
人　

分
間

５０

▽
相
談
方
法　

面
談
、
電
話

■費
 

無
料

■申
 

相
談
日
前
日
ま
で
に
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

■先
 

■問
 

協
働
推
進
課
女
性
青
少
年
係

※
登
録
時
に
い
た
だ
い
た
個
人
情

報
は
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
紹
介
以
外
の
目
的
に
は

使
用
し
ま
せ
ん
。

■先
 

■問
 

協
働
推
進
課
協
働
推
進
係

１
時
受
付
）

■場
 

若
葉
台
公
園
多
目
的
広
場

■定
 
　
　

と
も
に　

組
ず
つ
（
申
込

（１）
（２）

３０

先
着
順
）

■費
 

無
料

■申
 

メ
ー
ル
に
て
件
名
に
「
稲
城
親

子
野
球
教
室
」
、
本
文
に
①
住
所 

②
氏
名　

③
学
年　

④
生
年
月
日 

⑤
保
護
者
の
携
帯
電
話
番
号
を
明

記
の
う
え
、
� g

‐acad
em
y

@
giants.co.jp  

ま
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

■限
 

４
月　

日（
火
）〜　

日（
日
）

１６

２１

■問
 

読
売
巨
人
軍
ア
カ
デ
ミ
ー
事
務

局　

1　

・
３
２
４
６
・
２
６
６

０３

２

■場
 

総
合
体
育
館

※
駐
車
場
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す

の
で
、
公
共
交
通
機
関
の
ご
利
用

を
お
勧
め
し
ま
す
。

■費
 

無
料

■申
 

各
小
学
校
並
び
に
各
文
化
セ
ン

タ
ー
に
て
配
布
さ
れ
て
い
る
チ
ラ

シ
の
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
載

の
う
え
、
郵
送
で
お
送
り
く
だ
さ

い
。
な
お
、
申
込
書
は
「
稲
城
青

年
会
議
所
」
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も

入
手
で
き
ま
す
。

■限
 

４
月　

日（
月
）消
印
有
効

２２

■問
 

稲
城
青
年
会
議
所
（
大
澤
）　

1　

・
４
８
２
４
・
３
２
８
８
、

０９０
� w

anpaku@
inagi.info

シルバー
人材
センター
問い合わせ

1377・2212

契約旅館

電話番号所在地施設名

0152－
74－2108

大空町
女満別湖畔
1－1－2

ホテル
湖南荘

0152－
74－2343

大空町
女満別湖畔
3－2－3

ホテル
山水
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　赤ちゃんのことばと心を育むためには、温か
なぬくもりの中で優しく語りかける時間が大切
です。
　ブックスタートは、赤ちゃんと保護者に絵本
を開く楽しい体験をしてもらいながら絵本を手
渡し、心ふれあうひとときを持つきっかけにな
ることを願う、子育て支援活動です。
○稲城市に住所がある赤ちゃんを対
象に、3～4カ月児健康診査の時に
プレゼントします。
○保健センターで健康診査を受けら
れなかった方には図書館でお渡しし
ます。事前にお問い合わせください。
■問中央図書館　1378－7111

3～4カ月児健康診査時に　　3～4カ月児健康診査時に

絵本を絵本をプレゼントプレゼント
赤赤ちちゃゃんんとと絵絵本本をを楽楽ししみみままししょょうう

ブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッククククククククククククククククククククククククククククククククク
スススススススススススススススススススススススススススススススススタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタターーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーートトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトト

!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!

だ

っ
こでえほん

　
　

だ

っ
こでえほん

　
　

３
冊
の
中
か
ら
お
好
き
な

絵
本
を
１
冊
お
選
び
い
た

だ
け
ま
す
。

いないいないばあ
松谷　みよ子・文　　　
瀬川　康男・画／童心社

がたんごとんがたんごとん
安西　水丸／福音館書店

じゃあじゃあびりびり
まつい　のりこ／偕成社

一
人
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
？

一
人
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
？

〜
ど
の
よ
う
な
こ
と
で
も

〜
ど
の
よ
う
な
こ
と
で
も

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
〜

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
〜

女女
性性
のの
悩悩
みみ
相相
談談

社会福祉社会福祉
協議会協議会
からから

※
申
請
書
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
入
手
で
き
ま
す
。

■問
 

協
働
推
進
課
協
働
推
進
係



（7）　代表電話は378－2111 ２５・４・１５

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

稲
城

市
保
健
セ
ン
タ
ー　

〒　

・　

稲
城

206

0804

市
百
村　

の
1　

1　

・
3
4
2
1

112

378

申
込
方
法
が
変
わ
り
ま
す

　

平
成　

年
度
か
ら
は
期
ご
と
の

２５

申
し
込
み
に
変
更
に
な
り
ま
す
。

第
１
期
募
集

■対
 

昭
和　

年
４
月
１
日
以
前
生
ま

５４

れ
の
方
（
原
則
１
年
度
に
１
回
の

受
診
）

※
胃
等
の
手
術
を
し
た
方
、
治
療

中
の
方
、
腎
疾
患
・
心
疾
患
で
水

分
制
限
の
あ
る
方
、
妊
娠
中
の
方

を
除
く
。

■日
 

■場
 

下
表
の
と
お
り

■時
 

午
前
７
時　

分
〜
正
午

４５

※
ｉ
プ
ラ
ザ
は
午
前
９
時
〜
正
午

■定
 

各　

人
（
抽
選
）

５０

※
ｉ
プ
ラ
ザ
は　

人
（
抽
選
）

４０

■内
 

問
診
、
バ
リ
ウ
ム
に
よ
る
胃
部

エ
ッ
ク
ス
線
撮
影
検
査

■費
 

１
３
３
０
円

※
保
険
証
に
自
己
負
担
割
合
が
１

割
と
記
載
の
あ
る
方
は　

円
（
保

４４０

険
証
な
ど
の
提
示
が
必
要
で
す
）

▽
受
診
料
の
免
除　

次
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
方
は
証
明
書
の
提

出
ま
た
は
提
示
に
よ
り
免
除
と
な

り
ま
す
。
①
生
活
保
護
受
給
世
帯

の
方
〔
生
活
保
護
受
給
証
明
（
有

効
期
限
＝
発
行
日
か
ら
６
カ
月
以

内
）
〕　

②
市
民
税
非
課
税
世
帯

の
方
〔
受
診
者
負
担
金
免
除
確
認

書
（
有
効
期
限
＝
発
行
年
度
内
）〕 

③
中
国
残
留
邦
人
な
ど
の
方
（
中

国
残
留
邦
人
等
本
人
確
認
証
）

※
各
証
明
書
が
な
い
と
免
除
に
な

り
ま
せ
ん
の
で
、
期
日
の
１
週
間

前
ま
で
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

■申
 

下
表
第
１
期
の
中
か
ら
第
三
希

望
ま
で
ご
記
入
く
だ
さ
い
。
申
込

記
入
例
を
参
照
の
う
え
、
は

が
き
、
封
書
、
窓
口
持
参
、

電
子
申
請
サ
ー
ビ
ス
（ 　
 HP

h
ttp
s://w

w
w
.e

‐te
tsu
z
u
k
i９
９
.c
o
m
/
to

k
y
o/

、
携
帯
電
話
か
ら
は

下
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
）
の
い
ず

れ
か
の
方
法
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

■限
 

４
月　

日
２２

（
月
）必
着

※
抽
選
結
果

は
５
月　

日
１５

（
水
）ま
で
に
郵
送
し
ま
す
。

　

昨
今
の
日
本
で
は
、
マ
ス
コ

ミ
の
影
響
も
あ
り
健
康
意
識
や

美
容
意
識
が
高
ま
り
、
そ
の
ブ

ー
ム
に
乗
っ
て
い
わ
ゆ
る
ト
ク

ホ
（
特
定
保
健
用
食
品
）
や
サ

プ
リ
（
健
康
補
助
食
品
）
を
摂

取
し
て
い
る
方
が
多
い
か
と
思

わ
れ
ま
す
。
そ
れ
ら
の
効
果
や

副
作
用
も
十
分
に
認
識
し
な
い

ま
ま
、
近
所
の
方
の
�
効
く
わ

よ
！
�
な
ど
の
体
験
談
や
口
コ

ミ
で
、
少
し
値
が
は
っ
て
も
何

と
な
く
体
に
良
い
な
ら
飲
ん
で

み
よ
う
か
し
ら
と
安
易
な
気
持

ち
で
始
め
て
い
ま
せ
ん
か
？
今

回
は
ト
ク
ホ
と
サ
プ
リ
の
適
正

使
用
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま

す
。

　

ま
ず
、
ト
ク
ホ
と
サ
プ
リ
の
違

い
を
ご
説
明
し
ま
す
。
ト
ク
ホ
と

は
、
消
費
者
庁
長
官
の
許
可
を
受

け
て
い
る
保
健
効
果
の
あ
る
食
品

で
、
体
の
生
理
学
的
機
能
な
ど
に

影
響
を
与
え
る
成
分
を
含
ん
で
い

る
も
の
で
す
。
血
圧
や
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
な
ど
を
正
常
に
保
つ
こ
と

を
助
け
た
り
、
お
腹
の
調
子
を
整

え
る
の
に
役
立
つ
な
ど
の
効
果
が

科
学
的
に
証
明
さ
れ
て
い
る
食
品

で
す
。
こ
こ
で
注
意
し
て
い
た
だ

き
た
い
の
は
、
ト
ク
ホ
は
健
康
が

気
に
な
る
方
を
対
象
に
し
て
い
る

食
品
で
あ
り
、
医
薬
品
と
違
い
病

気
を
治
す
た
め
に
使
用
す
る
も
の

で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
つ

ま
り
、
薬
の
代
わ
り
に
は
決
し
て

な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
例

え
ば
、
血
圧
に
効
く
ト
ク
ホ
は
、

血
圧
を
正
常
に
保
つ
よ
う
に
助
け

る
だ
け
で
、
百
歩
譲
っ
て
高
血
圧

の
方
に
多
少
効
い
た
と
し
て
も
、

ト
ク
ホ
だ
け
で
治
る
と
い
う
こ
と

は
絶
対
に
あ
り
得
ま
せ
ん
。
ま
た

ピ
ロ
リ
菌
に
効
く
ト
ク
ホ
は
、
確

か
に
ピ
ロ
リ
菌
の
増
殖
を
抑
制
し

た
り
、
時
に
は
減
少
し
た
り
す
る

効
果
は
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す

が
、
全
く
ゼ
ロ
に
す
る
こ
と
は
な

い
の
で
す
。
つ
ま
り
�
効
く
�
と

は
、
文
字
ど
お
り
効
果
が
あ
る
と

の
こ
と
で
あ
り
、
治
す
こ
と
で
は

な
い
の
で
す
。
ま
た
ト
ク
ホ
だ
か

ら
と
い
っ
て
、
何
で
も
効
果
が
あ

る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ト
ク

ホ
の
効
果
は
そ
れ
ぞ
れ
の
食
品
に

表
示
さ
れ
て
い
る
内
容
の
み
で

す
。
さ
ら
に
、
多
量
に
摂
取
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
予
防
効
果
が
高
く

な
る
こ
と
は
な
く
、
む
し
ろ
過
剰

摂
取
に
よ
る
害
（
副
作
用
）
も
あ

り
ま
す
の
で
、
一
日
の
摂
取
量
や

用
法
を
必
ず
守
る
よ
う
に
し
て
く

だ
さ
い
。

　

一
方
、
サ
プ
リ
は
、
科
学
的
な

根
拠
を
も
っ
て
効
果
効
能
が
保
証

さ
れ
て
い
る
わ
け
で
な
く
、
食
事

か
ら
の
摂
取
で
不
足
し
た
栄
養
素

を
補
助
的
に
摂
取
で
き
る
食
品
で

す
。
法
的
に
は
一
般
食
品
と
同
じ

で
す
。
ト
ク
ホ
と
同
様
に
、
多
量

に
摂
取
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
効
果

が
高
く
な
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
ま
た
多
種
の
サ
プ
リ
を
摂
取

す
る
こ
と
に
よ
り
、
飲
み
合
わ
せ

が
悪
く
逆
に
体
調
不
良
の
原
因
に

な
っ
た
り
、
ま
た
医
師
の
処
方
す

る
医
薬
品
の
効
果
を
妨
げ
た
り
す

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、

鉄
分
を
含
む
サ
プ
リ
は
抗
生
物
質

や
甲
状
腺
ホ
ル
モ
ン
剤
の
吸
収
を

阻
害
し
ま
す
。
ま
た
カ
ル
シ
ウ
ム

を
含
む
サ
プ
リ
に
よ
り
、
逆
に
医

師
の
処
方
す
る
骨 
粗 そ 
鬆 
症
治
療
薬

し
ょ
う

の
効
果
を
抑
制
す
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
ま
た
サ
プ
リ
に
含
ま
れ
て

い
る
糖
質
や
脂
質
の
影
響
で
、
糖

尿
病
や
高
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
血
症

が
悪
化
す
る
こ
と
も
よ
く
見
受
け

ら
れ
ま
す
。
実
際
、
消
費
者
庁
に

問
い
合
わ
せ
が
最
も
多
い
の
は
、

サ
プ
リ
に
よ
る
健
康
被
害
な
の
で

す
。
高
額
な
料
金
を
払
っ
た
の
に

も
か
か
わ
ら
ず
一
向
に
そ
の
効
果

が
表
れ
な
い
、
む
し
ろ
副
作
用
で

重
大
な
健
康
被
害
を
被
っ
た
な
ど

で
す
。
例
え
ば
、
膝
の
痛
み
に
ヒ

ア
ル
ロ
ン
酸
を
飲
む
と
軟
骨
が
修

復
さ
れ
て
効
く
な
ど
と
宣
伝
さ
れ

て
お
り
ま
す
が
、
医
学
的
に
は
口

か
ら
吸
収
さ
れ
た
ヒ
ア
ル
ロ
ン
酸

は
、
体
内
で
吸
収
さ
れ
る
た
め
に

消
化
分
解
さ
れ
、
残
念
な
が
ら
そ

の
特
性
は
失
わ
れ
て
し
ま
い
ま

す
。
だ
か
ら
保
険
適
応
に
な
っ

て
い
る
の
は
、
患
部
に
直
接
ヒ

ア
ル
ロ
ン
酸
を
注
射
す
る
方
法

な
の
で
す
。
同
様
な
こ
と
が
、

グ
ル
コ
サ
ミ
ン
、
コ
ン
ド
ロ
イ

チ
ン
硫
酸
、
コ
ラ
ー
ゲ
ン
な
ど

に
も
言
え
ま
す
。
ま
た 
癌 
に
効

が
ん

く
と
言
っ
て
、
高
額
な
商
品
を

売
ろ
う
と
す
る
悪
徳
業
者
に
も

気
を
付
け
る
べ
き
で
す
。
本
当

に
効
く
な
ら
、
医
薬
品
と
し
て

保
険
適
応
に
な
っ
て
い
る
は
ず

で
す
。

　

現
在
、
東
京
都
医
師
会
で
は

東
京
都
と
協
力
し
て
「
健
康
食

品
の
安
全
性
に
関
す
る
検
討
会
」

を
設
置
し
て
、
健
康
食
品
の
被

害
の
未
然
防
止
、
拡
大
防
止
を

図
る
取
り
組
み
を
施
行
し
て
い

ま
す
。

　

最
後
に
医
師
に
よ
る
何
ら
か

の
治
療
を
受
け
て
い
る
方
は
、

ト
ク
ホ
や
サ
プ
リ
を
始
め
る
前

に
必
ず
主
治
医
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

稲
城
市
医
師
会　

　
　
　
　
　
　
 
小  
関 　
 
誠  
一 
郎
   

こ 
せ
き 

せ
い 
い
ち 
ろ
う

トクホとサプリの
適正使用について

■問 稲城市保健センター
1378－3421
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か
か
り
つ
け
歯
医
者
が
な
い
お

子
さ
ん
、
食
べ
方
が
気
に
な
る
お

子
さ
ん
を
対
象
に
歯
科
健
康
診
査

を
実
施
し
ま
す
。

■対
 

平
成　

年
４
月
生
ま
れ
の
お
子

２３

さ
ん

■日
 

５
月
８
日（
水
）

■時
 

午
前
９
時　

分
〜　

時　

分

２０

１０

３０

■場
 

保
健
セ
ン
タ
ー

■持
 

母
子
健
康
手
帳
、
歯
ブ
ラ
シ
、

コ
ッ
プ
、
ハ
ン
ド
タ
オ
ル　

■内
 

歯
科
健
康
診
査
、個
別
相
談（
食

事
や
歯
み
が
き
の
事
な
ど
）

■申
 

申
込
記
入
例
を
参
照
の
う
え
、

は
が
き
、
封
書
、
窓
口
持
参
の
い

ず
れ
か
の
方
法
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

■限
 

５
月
１
日（
水
）必
着

▲申込記入例

２歳児歯科
健康診査希望

１ ．5月8日（水）
２ ．幼児氏名
　　（フリガナ）
３ ．保護者氏名
４ ．幼児生年月日
５ ．住所

胃がん検診希望

第一希望　○月○日・会場名
第二希望　○月○日・会場名
第三希望　○月○日・会場名

1．住所
2．氏名（フリガナ）
3．生年月日（年齢）
4．電話番号
5．前回検診年月日
　　（分かる範囲で）

▲申込記入例

「
妊
婦
健
康
診
査
受
診
費
助
成
金
」

を
交
付
し
ま
す
の
で
、
窓
口
で
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

■対
 

東
京
都
外
の
医
療
機
関
ま
た
は

助
産
所
で
妊
婦
健
康
診
査
を
受
診

し
た
妊
婦

▽
助
成
金
額　

①
妊
婦
健
康
診
査

＝
１
回
目
８
４
４
０
円
、
２
回
目

以
降
５
１
５
０
円
（
受
診
日
が
平

成　

年
３
月　

日
ま
で
の
助
成
金

２５

３１

額
は
、
１
回
目
８
４
６
０
円
、
２

回
目
以
降
５
１
６
０
円
）
②
妊
婦

超
音
波
検
査
（
出
産
予
定
日
現
在

　

歳
以
上
の
方
）
＝
５
３
０
０
円

３５※
妊
婦
健
康
診
査
１
回
目
の
助
成

は
、
東
京
都
外
の
医
療
機
関
で
の

受
診
に
限
り
ま
す
。

■限
 

出
産
日
か
ら
１
年
以
内

▽
申
請
窓
口　

保
健
セ
ン
タ
ー
、

平
尾
・
若
葉
台
出
張
所

※
市
民
課
で
は
申
請
不
可

▽
提
出
物　

①
母
子
健
康
手
帳
で

妊
婦
健
康
診
査
の
受
診
記
録
が
記

載
さ
れ
て
い
る
部
分
の
コ
ピ
ー
、

②
妊
婦
健
康
診
査
を
受
診
し
た
東

京
都
外
の
医
療
機
関
ま
た
は
助
産

所
が
発
行
し
た
領
収
書
（
妊
婦
健

康
診
査
費
の
額
、
受
診
日
及
び
東

京
都
外
の
医
療
機
関
ま
た
は
助
産

所
の
名
称
が
記
載
さ
れ
た
も
の
）、

③
未
使
用
の
妊
婦
健
康
診
査
受
診

票
、
④
申
請
書
等

■持
 

印
鑑
、
振
込
口
座
が
分
か
る
も

の

影
検
査
）

■費
 

２
３
８
０
円

※
保
険
証
に
自
己
負
担
割
合
が
１

割
と
記
載
の
あ
る
方
は　

円
（
保

７９０

険
証
な
ど
の
提
示
が
必
要
で
す
）

▽
受
診
料
の
免
除　

右
上
記
の
胃

が
ん
検
診
と
同
様

※
該
当
す
る
方
は
期
日
の
１
週
間

前
ま
で
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

■申
 

申
込
記
入
例
を
参
照
の
う
え
、

は
が
き
、
封
書
、
窓
口
持
参
、
電

子
申
請
サ
ー
ビ
ス（ 　
 h

ttp
s://

HP

w
w
w
.e

‐te
tsu
z
u
k
i９
９
.

com
/tok

y
o/

、
携
帯
電
話
か

ら
は
右
上
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
）
の
い

ず
れ
か
の
方
法
で
お
申
し
込
み
く

乳がん検診（検診車）
希望

1．6月22日（土）
2．保健センター
3．住所
4．氏名（フリガナ）
5．生年月日（年齢）
6．電話番号
7．前回検診年月日
　　（分かる範囲で）

▲申込記入例

■対
 

昭
和　

年
４
月
１
日
以
前
生
ま

４９

れ
の
女
性
の
市
民
で
平
成　

年
度

２４

未
受
診
の
方

■日
 

６
月　

日（
土
）

２２

■時
 

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

※
応
募
状
況
に
よ
っ
て
、
検
診
終

了
時
間
は
変
動
し
ま
す
。

■場
 

保
健
セ
ン
タ
ー

■定
 
　

人
（
抽
選
）

６０
■内
 

問
診
、
視
触
診
、
マ
ン
モ
グ
ラ

フ
ィ
検
査
（
乳
房
エ
ッ
ク
ス
線
撮

だ
さ
い
。

■限
 

４
月　

日（
金
）必
着

２６

※
抽
選
結
果
は
検
診
日
の
２
週
間

前
ま
で
に
郵
送
し
ま
す
。

も
、
定
期
的
に
健
康
診
査
を
受
け

ま
し
ょ
う
。
市
で
は
、
妊
婦
健
康

診
査
の
う
ち
、
妊
娠
確
定
後
の
初

回
検
査
と
、
そ
の
後
２
回
目
以
降

　

回
目
ま
で
の
検
査
、
ま
た
、
超

１４音
波
検
査
の
費
用
の
一
部
を
助
成

す
る
制
度
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

受
診
票
は
妊
娠
届
出
書
提
出
時

に
配
布
す
る
「
母
と
子
の
保
健
バ

ッ
グ
」
に
封
入
さ
れ
て
い
ま
す
。

２
歳
児
歯
科
健
康
診
査

２
歳
児
歯
科
健
康
診
査

　

元
気
な
赤
ち
ゃ
ん
を
産
む
た
め

に
は
、
お
母
さ
ん
の
健
康
を
保
つ

こ
と
が
大
切
で
す
。
お
母
さ
ん
自

身
と
お
腹
の
赤
ち
ゃ
ん
の
た
め
に

　

里
帰
り
出
産
な
ど
で
東
京
都
外

の
医
療
機
関
ま
た
は
助
産
所
で
妊

婦
健
康
診
査
を
受
診
し
た
妊
婦
に

妊
婦
健
康
診
査

妊
婦
健
康
診
査

受
診
費
助
成
金

受
診
費
助
成
金

平成25年度胃がん検診日程

第6期第5期第4期第3期第2期第1期会場
2月27日(木)11月17日(日)10月28日(月)8月28日(水)6月29日(土)5月29日(水)

保健
センター 2月28日(金)11月19日(火)10月29日(火)9月  7  日(土)7月  2  日(火)5月31日(金)

3月  1  日(土)――――6月  1  日(土)

―11月18日(月)――7月  1  日(月)―第三文化
センター

――10月30日(水)――6月  3  日(月)ｉプラザ

1月16日(木)10月  2  日(水)  9  月17日(火)7月16日(火)5月16日(木)4月16日(火)申込開始日
1月22日(水)10月  8  日(火)  9  月25日(水)7月23日(火)5月22日(水)4月22日(月)申込締切日

胃
が
ん
検
診

胃
が
ん
検
診

乳
が
ん
検
診

乳
が
ん
検
診

（
検
診
車
）

（
検
診
車
）

妊
婦
健
康
診
査

妊
婦
健
康
診
査



２５・４・１５ 代表電話は378－2111　（8）

広報いなぎは再生紙を使用しています。 凡例

▲

 ■対対象 ■日期日 ■時時間 ■場会場 ■定定員 ■内内容 ■講 講師 ■持 持ち物 ■費 費用 ■申 申込方法 ■限 申込期限 ■先 申込先 ■主 主催 ■共 共催 ■問問い合わせ

東
京
ヴ
ェ
ル
デ
ィ　

今
月
後
半
の
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム　

市
民
シ
ー
ト
で
応
援
し
よ
う
！　

■問
 

東
京
ヴ
ェ
ル
デ
ィ
１
９
６
９
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ（
株
）稲
城
市
民
シ
ー
ト
係　

1　

・
３
５
１
２
・
１
９
６
９　

０３

①
４
月　

日（
水
）午
後
７
時
〜　

モ
ン
テ
デ
ィ
オ
山
形　

味
の
素
ス
タ
ジ
ア
ム

１７

VS

稲
城
市
保
健
セ
ン
タ
ー

〒　

・　
 
稲
城
市
百
村　

の
1

206

0804

112

1　

・

3
4
2
1

378

※
市
で
は
各
検
診
の
結
果
デ
ー
タ
（
個
人
情
報
）
を
保
管
・
集
計
し
、
今
後
の
健

康
づ
く
り
に
役
立
て
る
予
定
で
す
。
な
お
、
個
人
情
報
に
つ
い
て
は
稲
城
市
個
人

情
報
保
護
条
例
に
基
づ
き
保
護
さ
れ
ま
す
。

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

※予約が必要な相談は、午前8時30分から午後5時まで予約を受け付けます（予約受付
日は各相談によって異なります）。
※健康相談・栄養相談は、電話（1378－3421）で予約を受け付けます（先着順）。
※経済課の相談は、電話（1378－2286）で予約を受け付けます（先着順）。
※消費者相談は、来室のほか電話（1378－3738）でも相談できます。
※福祉センターの相談は、電話（1378－3366）で予約を受け付けます。
※5月1日（水）の住宅リフォーム相談は、4月25日（木）まで予約を受け付けます。

　

平
成　

年
度
ま
で
任
意
予
防
接

２４

種
と
し
て
費
用
の
一
部
助
成
を
行

っ
て
い
ま
し
た
が
、
今
年
度
よ
り

定
期
予
防
接
種
に
な
り
、
「
ヒ
ブ

ワ
ク
チ
ン
」
「
小
児
用
肺
炎
球
菌

ワ
ク
チ
ン
」
「
子
宮
頸
が
ん
予
防

ワ
ク
チ
ン
」
の
予
防
接
種
を
「
Ｈ

ｉ
ｂ
感
染
症
」
「
小
児
の
肺
炎
球

菌
感
染
症
」
「
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
」
の
予
防
接
種

と
名
称
を
変
更
し
て
実
施
し
ま
す
。

■対
 

○
Ｈ
ｉ
ｂ
感
染
症
・
小
児
の
肺

炎
球
菌
感
染
症
＝
接
種
日
現
在
、

生
後
２
月
か
ら
生
後　

月
に
至
る

６０

ま
で
の
お
子
さ
ん

○
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
＝
小
学
６
年
生
か
ら
高
校
１

年
生
相
当
の
年
齢
の
女
子

▽
接
種
回
数
ほ
か　

表
１
参
照

■場
 

指
定
医
療
機
関
（
表
２
参
照
）

■持
 

予
診
票
、
母
子
健
康
手
帳

※
転
入
等
で
予
診
票
が
な
い
場
合

や
ご
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

保
健
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
指
定
医
療

機
関
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■費
 

無
料
（
全
額
公
費
負
担
）

ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
、

ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
、

小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ

小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ

ク
チ
ン
、
子
宮

ク
チ
ン
、
子
宮
頸
 
頸 
がが

け
い

ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
の

ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
の

予
防
接
種
が
定
期
予

予
防
接
種
が
定
期
予

防
接
種
に
変
更
に
な

防
接
種
に
変
更
に
な

り
ま
し
た

り
ま
し
た

表1　「Ｈｉｂ感染症」・「小児の肺炎球菌感染症」・「ヒトパピローマウイルス感染症」
予防接種　接種回数、間隔及び対象年齢

対象年齢標準的な接種間隔接種回数

生後２月から生後
６０月に至るまでの
お子さん

①②初回接種は２７日から５６日の
間隔、追加接種は初回終了後
７月から１３月の間隔をあける
③１回接種

①開始が生後２月から生後７月に至
るまで＝４回接種（初回３回・追
加１回）
②開始が生後７月に至った日の翌日
から生後１２月に至るまで＝３回接
種（初回２回・追加１回）
③開始が生後１２月に至った日の翌日
から生後６０月に至るまで＝１回接
種

Ｈ
ｉ
ｂ
感
染
症

①初回接種は２７日以上の間隔、
追加接種は初回終了後６０日以
上の間隔をあける（ただし、
初回接種の２～３回目を生後
１２月までに行うこと）
②初回接種は２７日以上の間隔、
追加接種は初回終了後６０日以
上の間隔をあける（ただし、
初回接種の２回目を生後１２月
までに行うこと）
③６０日以上の間隔をあけて２回
接種
④１回接種

①開始が生後２月から生後７月に至
るまで＝４回接種（初回３回・追
加１回）
②開始が生後７月に至った日の翌日
から生後１２月に至るまで＝３回接
種（初回２回・追加１回）
③開始が生後１２月に至った日の翌日
から生後２４月に至るまで＝２回接
種
④開始が生後２４月に至った日の翌日
から生後６０月に至るまで＝１回接
種

小
児
の
肺
炎
球
菌

感
染
症

小学校６年生から
高校１年生相当の
年齢の女子

以下の２種類のワクチンがあ
り、接種間隔が異なります。
①サーバリックス＝２回目は１
回目の接種から１月後、３回
目は１回目の接種から６月後
②ガーダシル＝２回目は１回目
の接種から２月後、３回目は
１回目の接種後から６月後
接種にあたっては必ず同一のワ
クチンを３回続けて接種してく
ださい。

3回

ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症

※平成24年度以前に上記の予防接種を1回以上受けている方は、上記の接種間隔で残りの回数
を受けてください。
※発熱や急性疾患等のやむをえない事情で、上記に定める接種間隔で接種ができない方は医療
機関または保健センターにご相談ください。

表2　平成25年度指定医療機関一覧

ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症

小
児
の
肺
炎
球
菌

感
染
症

Ｈ
ｉ
ｂ
感
染
症

電話番号住所医療機関名

○○○377－6433矢野口277－2谷平医院

○○○370－7707矢野口724－7
Ｎビル1階

やのくち小児科ア
レルギー科

○○○370－8770
矢野口1541
アーバンシャトル
1階

かじわら内科泌尿
器科クリニック

○○○378－3224押立1254－1桜井医院

○××313－9272東長沼450－30菜の花クリニック

○○○379－4851東長沼1726－16東長沼クリニック

○○○378－7277東長沼3106－3
オークプラザ2階

立花こどもクリニ
ック

○○○379－4870
東長沼3107－1
ピアタウン21・
2階

あべ内科クリニッ
ク

○○○377－6128大丸118稲城診療所

小・
中学生
のみ

○○
予約受付時間

【午後3時～4時30分】
377－0931

大丸1171

小児科稲
城
市
立
病
院

高校生
のみ××

予約受付時間
【午前9時～午後4時】

377－1421

健診
センター

○○○401－3733大丸3051－1いしがき医院

○○○331－8570平尾1－50－20
オービル1階簡野クリニック

○○○331－8221平尾3－7－26平尾内科クリニッ
ク

○○○331－8201平尾1－54－20高クリニック

○○○350－7171長峰2－2－2長峰クリニック

○○○350－6075若葉台2－4－4
駅前ＫＭビル2階若葉台クリニック

○○○350－6977若葉台4－18－4もりこどもクリニ
ック

消費者相談 10時～正午・1時～3時 消費者相談室
年金相談 9時～正午・1時～4時 保険年金課年金係月4／15

栄養相談 9時～11時（前日までに予約） 保健センター
健康相談 9時30分～11時（前日までに予約） オーエンス健康プラザ
法律相談 9時～正午（前日予約） 経済課消費生活係
消費者相談 10時～正午・1時～3時 消費者相談室
遺言書作成などくらしの書類作成相談
 1時30分～4時30分（前日予約） 経済課消費生活係
年金相談 9時～正午・1時～4時 保険年金課年金係

火16

1歳6カ月児健康診査（平成23年9月生まれ） 保健センター
心配ごと相談 10時～正午 福祉センター
消費者相談 10時～正午・1時～3時 消費者相談室
女性の悩み相談 10時～4時（前日までに予約） 協働推進課女性青少年係
住宅リフォーム相談 1時30分～4時30分（予約終了） 経済課消費生活係
高齢者・障害者の法律相談 1時30分～4時30分（予約随時） 福祉センター
年金相談 9時～正午・1時～4時 保険年金課年金係

水17

3歳児健康診査（平成22年3月生まれ） 保健センター
1歳児歯科健康診査（平成24年3月生まれ） 保健センター
法律相談 9時～正午（前日予約） 経済課消費生活係
消費者相談 10時～正午・1時～3時 消費者相談室
税務相談 1時30分～4時30分（前日予約） 経済課消費生活係
年金相談 9時～正午・1時～4時 保険年金課年金係

木18

消費者相談 10時～正午・1時～3時 消費者相談室
人権・身の上相談 1時30分～4時30分（予約随時） 経済課消費生活係
年金相談 9時～正午・1時～4時 保険年金課年金係

金19

土20

＋休日急病診療所　菜の花クリニック（東長沼）9時～5時 �� 1313－9272
＋休日薬局　　　　ゆずりは薬局（東長沼）9時～5時 ���� 1370－5057日○21 
消費者相談 10時～正午・1時～3時 消費者相談室
年金相談 9時～正午・1時～4時 保険年金課年金係月22

3カ月～4カ月児健康診査（平成24年12月生まれ） 保健センター
栄養相談 9時～11時（前日までに予約） 保健センター
法律相談 9時～正午（前日予約） 経済課消費生活係
消費者相談 10時～正午・1時～3時 消費者相談室
年金相談 9時～正午・1時～4時 保険年金課年金係

火23

消費者相談 10時～正午・1時～3時 消費者相談室
不動産相談 1時30分～4時30分（前日予約） 経済課消費生活係
年金相談 9時～正午・1時～4時 保険年金課年金係
年金相談 9時～正午・1時～4時 平尾出張所

水24

法律相談 9時～正午（前日予約） 経済課消費生活係
消費者相談 10時～正午・1時～3時 消費者相談室
年金相談 9時～正午・1時～4時 保険年金課年金係

木25

消費者相談 10時～正午・1時～3時 消費者相談室
年金相談 9時～正午・1時～4時 保険年金課年金係金26

休日窓口　8時30分～正午・1時～5時
 ������ 市民課、保険年金課（国民健康保険係のみ）、課税課、納税課
女性の悩み相談 10時～4時（前日までに予約） 協働推進課女性青少年係
心の専門相談 1時～4時（予約随時） 福祉センター

土27

＋休日急病診療所　稲城腎・内科クリニック（東長沼）9時～5時  1370－7611
＋休日薬局　　　　かしの木薬局（東長沼）9時～5時 ���� 1370－4193日○28 
＋休日急病診療所　若葉台クリニック（若葉台）9時～5時 �� 1350－6075
＋休日薬局　　　　アイセイ薬局若葉台店（若葉台）9時～5時  1350－6171月○29 
栄養相談 9時～11時（26日までに予約） 保健センター
消費者相談 10時～正午・1時～3時 消費者相談室
年金相談 9時～正午・1時～4時 保険年金課年金係

火30

　

妊
娠
中
の
口
の
中
は
、
想
像
以

上
に
変
化
が
あ
る
の
で
、
自
身
の

歯
と
お
口
の
状
態
を
確
認
し
て
み

ま
せ
ん
か
。治
療
が
必
要
な
方
は
、

治
療
時
期
な
ど
歯
科
医
と
相
談
も

で
き
ま
す
。

■対
 

市
内
在
住
で
、
健
診
日
現
在
妊

娠　

〜　

週
の
方

１６

２７

■日
 

５
月　

日（
金
）

１０

■時
 

午
後
１
時　

分
〜
２
時

２５

■場
 

保
健
セ
ン
タ
ー

■定
 
　

人
（
申
込
先
着
順
）

２０
■内
 

歯
科
健
康
診
査
、
個
別
相
談

■持
 

母
子
健
康
手
帳
、
歯
ブ
ラ
シ

■申
 

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

▽
資
格　

助
産
師

■内
 

新
生
児
の
自
宅
に
訪
問
し
、
育

児
の
助
言
、
母
乳
相
談

▽
委
託
料　

１
件
４
５
０
０
円

※
詳
細
は
電
話
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

妊
産
婦
・
新
生
児

妊
産
婦
・
新
生
児

訪
問
指
導
員
募
集

訪
問
指
導
員
募
集

妊
婦
歯
科
健
康
診
査

妊
婦
歯
科
健
康
診
査


